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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】一つ以上の対象、特に潜在的に有害又は危険な活動に携わる対象の生理学的状態
をリアルタイムで監視するためのシステム及び方法、及びこれを実行するためのプログラ
ムを提供する。
【解決手段】システムは、一つ以上の生理学的センサと該センサに動作可能に結合された
局所データ・ユニット（ＬＤＵ）とを有するウェアラブル・アイテムを含む。ＬＤＵｓは
、センサ・データをデジタル化しかつフィルタし、生理学的パラメータを抽出し、異常又
は許容できない生理学的状態を決定し、かつ外部監視施設と通信する。外部施設は、監視
した対象に関する状態及びデータを表示する。好適な実施形態では、ＬＤＵｓと外部監視
施設との間の通信は、入力し及び出て行く及び／又はあちこちに移動する対象及び外部施
設のような対象の状態及びシステム変化に動的に適応する。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　歩行活動に携わる複数の対象をリアルタイム生理学的監視するための方法であって、
　対象に対してローカルでかつ他の監視対象から切り離された位置における歩行監視対象
から得られた生理学的センサ・データを処理する段階であり、前記処理は、前記対象の生
理学的状態が普通であるか否か及び／又は許容可能であるか否かの指示を含んでいる生理
学的情報を決定する、前記段階と、
　前記生理学的情報から選択された前記監視対象アイテムの一つ以上を提示する段階と、
　前記監視される対象に対してローカルな前記位置から前記監視対象からリモートな位置
に前記生理学的情報から選択されたアイテムを送信する段階と、及び
　前記監視された対象に関する前記送信された生理学的情報のいずれか又は全てを前記リ
モートな位置で表示する段階と、
を具備することを特徴とする方法。
【請求項２】
　歩行対象に対してローカルな前記位置は、その対象から概ね１メートル以下であること
を特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記監視対象からリモートな前記位置は、少なくとも一つの監視された対象から概ね１
，０００メートル以下であることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　少なくとも一つの監視された対象は、潜在的な及び／又は実際の生理学的ストレスにあ
ることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記生理学的ストレスは、熱ストレス、不安、恐怖、脱水症、及び見当識障害の一つ以
上を含むことを特徴とする請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記歩行活動は、日常生活活動、及び／又は雇用活動、及び／又は専門的活動を含むこ
とを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記歩行活動は、軍隊活動、警察活動、消防活動、救命活動、生産活動、運動競技行活
動、運動練習活動、及びリクリエーション活動から選択された一つ以上の活動を含むこと
を特徴とする請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記生理学的情報は、一つ以上の生理学的パラメータ及び／又は前記パラメータの時間
的傾向を更に備えていることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記生理学的パラメータは、対象の呼吸機能を記述しているパラメータ、対象の心臓機
能を記述しているパラメータ、対象の姿勢を記述しているパラメータ、対象の活動を記述
しているパラメータ、対象のエネルギー消費を記述しているパラメータ、及び対象の温度
を記述しているパラメータを含んでいるグループから選択された一つ以上のパラメータを
備えていることを特徴とする請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　対象のエネルギー消費を記述している前記パラメータは、対象の活動レベル、対象の活
動種類、対象の心臓機能、及び対象の呼吸機能を記述している前記パラメータを相関する
ことによって導き出されることを特徴とする請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記生理学的状態は、前記生理学的パラメータ及び前記パラメータの時間的傾向の一つ
以上により決定されることを特徴とする請求項８に記載の方法。
【請求項１２】
　少なくとも一つの生理学的パラメータ及び／又は時間的傾向は、所定の許容及び／又は
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通常値が知られており、かつ前記生理学的状態は、前記生理学的パラメータの現行値が許
容できない及び／又は通常でないならば許容できない及び／又は通常でないことを示すた
めに決定されることを特徴とする請求項８に記載の方法。
【請求項１３】
　許容値及び／又は通常値を有している前記生理学的パラメータ及び／又は時間的傾向は
、心拍数、及び／又は呼吸数、及び／又は体温、及び／又はエネルギー消費の一つ以上を
備えていることを特徴とする請求項８に記載の方法。
【請求項１４】
　前記生理学的パラメータの許容値は、対象の換気閾値を参照して決定されることを特徴
とする請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　二つ以上の生理学的パラメータ及び／又は時間的傾向の少なくとも一つの組合せは、許
容及び／又は通常の組合せ値が知られており、かつ前記生理学的状態は、前記現行の組合
せ値が許容できない及び／又は通常でないならば許容できない及び／又は通常でないこと
を示すために決定されることを特徴とする請求項８に記載の方法。
【請求項１６】
　複数の生理学的パラメータ及び／又は時間的傾向の前記組合せは、心拍数と呼吸数との
組合せ、及び／又は心拍数と活動レベルとの組合せ、及び／又は呼吸数と活動レベルとの
組合せ、及び／又は心拍数と呼吸数と活動レベルとの組合せ、及び／又は心拍数とエネル
ギー消費との組合せ、及び／又は呼吸数とエネルギー消費との組合せ、及び／又は心拍数
と呼吸数とエネルギー消費との組合せの一つ以上を備えていることを特徴とする請求項１
５に記載の方法。
【請求項１７】
　前記組合せの前記値は、それらが熱応力の状態を示さないならば許容できることを特徴
とする請求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
　通常でない及び／又は許容できない生理学的状態の場合に、選択された生理学的情報を
前記対象に表示することを更に具備することを特徴とする請求項８に記載の方法。
【請求項１９】
　前記送信されたアイテムは、前記生理学的状態が許容可能か否か及び／又は通常か否か
により選択されることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項２０】
　前記生理学的状態が許容可能及び／又は通常であるならば、前記送信されたアイテムは
、前記許容可能及び／又は通常の指示を実質的に含むことを特徴とする請求項１９に記載
の方法。
【請求項２１】
　前記生理学的状態が許容可能ではない及び／又は通常ではないならば、前記送信された
アイテムは、前記前記センサ・データ及び／又は前記生理学的情報の一部又は全てを含む
ことを特徴とする請求項１９に記載の方法。
【請求項２２】
　前記送信は、無線伝送を更に備えていることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項２３】
　前記送信は、有線伝送を更に備えていることを特徴とする請求項２２に記載の方法。
【請求項２４】
　監視される対象から、一つ以上の候補リモート位置から選択されたリモート位置に無線
伝送を指向することを更に具備することを特徴とする請求項２２に記載の方法。
【請求項２５】
　前記候補遠隔位置は、前記監視される対象からの無線信号を認識する遠隔地を備えてい
ることを特徴とする請求項２４に記載の方法。
【請求項２６】
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　前記リモート位置は、ローカル位置に送信し、かつ前記選択された遠隔地は、前記他の
候補遠隔位置の前記監視される対象に対してローカルな前記位置で最大信号強度を現在有
していることを特徴とする請求項２４に記載の方法。
【請求項２７】
　遠隔位置は、優先順位が割り当てられ、かつ前記選択された遠隔位置は、前記他の候補
遠隔位置の前記監視される対象に対してローカルな前記位置で最大優先順位を現在有して
いること特徴とする請求項２４に記載の方法。
【請求項２８】
　前記選択された遠隔位置に無線伝送を指向する前に、無線伝送を一つ以上の他の遠隔位
置に指向することを停止することを更に具備することを特徴とする請求項２４に記載の方
法。
【請求項２９】
　歩行対象のリアルタイム監視用の携帯監視装置であって、
　一つ以上のセンサを備えているウェアラブルェ・アイテムであり、前記センサが前記ア
イテムを装着している歩行対象の生理学に応じて一つ以上の信号を供給する、前記ウェア
ラブルェ・アイテムと、及び
　前記対象の生理学的状態が通常であるか否か及び／又は許容可能であるか否かの指示を
含んでいる生理学的情報を決定するために前記センサ信号を検索しかつ処理し；
　前記生理学的情報から選択されたウェアラー・アイテムを提示し；かつ
　前記生理学的情報から選択されたアイテムを前記携帯データ装置から前記携帯データ装
置から遠隔な位置に送信し、前記アイテムが前記監視される対象の前記生理学的状態によ
り選択される、
　処理装置を備えている前記ウェアラブルェ・アイテムに対してローカルな携帯データ装
置とを備えていることを特徴とする携帯監視装置。
【請求項３０】
　前記携帯データ装置から遠隔な前記位置は、前記携帯データ装置から概ね１，０００メ
ートルよりも少ないことを特徴とする請求項２９に記載の携帯装置。
【請求項３１】
　前記携帯データ装置は、前記対象の前記歩行監視中に前記ウェアラブルェ・アイテムに
組み込まれる、及び／又はそれによって携行される、及び／又は装着されることを特徴と
する請求項２９に記載の携帯装置。
【請求項３２】
　前記生理学的状態が許可可能及び／又は通常であるならば、前記送信されたアイテムは
、前記許可可能及び／又は通常の指示を実質的に含むことを特徴とする請求項２９に記載
の携帯装置。
【請求項３３】
　前記生理学的状態が許可可能ではない及び／又は通常ではないならば、前記送信された
アイテムは、前記センサ・データの一部又は全て及び／又は前記生理学的情報を含むこと
を特徴とする請求項２９に記載の携帯装置。
【請求項３４】
　前記リモート位置は、選択したアイテムを送信することを前記携帯データ装置に命令し
、かつ前記携帯データ装置は、前記選択したアイテムを送信することを特徴とする請求項
２９に記載の携帯装置。
【請求項３５】
　前記伝送は、無線伝送を含むことを特徴とする請求項２９に記載の携帯装置。
【請求項３６】
　一つの候補リモート位置から現行のリモート位置に前記無線伝送を指向することを更に
含むことを特徴とする請求項２９に記載の携帯装置。
【請求項３７】
　前記現行リモート位置とは異なる前記候補リモート位置から新たなリモート位置を選択
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する段階と；及び
　前記新たなリモート位置に将来の無線伝送を指向しかつ将来の無線伝送を前記現行リモ
ート位置に指向することを中止する段階と、
を更に具備することを特徴とする請求項３６に記載の携帯装置。
【請求項３８】
　リモート位置は、前記携帯データ装置に伝送し、かつ前記新たなリモート位置は、前記
他の候補リモート位置の前記携帯データ装置で最大信号強度を現在有することを特徴とす
る請求項３７に記載の携帯装置。
【請求項３９】
　前記リモート位置は、優先順位が割り当てられ、かつ前記選択されたリモート位置は、
前記他の候補リモート位置の携帯データ装置で最大優先順位を現在有することを特徴とす
る請求項３７に記載の携帯装置。
【請求項４０】
　前記選択されたアイテムは、伝送の前に暗号化されることを特徴とする請求項２９に記
載の携帯装置。
【請求項４１】
　前記ウェアラブルェ・アイテムは、バンド、及び／又はシャツ、及び／又はボディ・シ
ャツ及び／又はガーメントの一つ以上を備えていることを特徴とする請求項２９に記載の
携帯装置。
【請求項４２】
　前記ウェアラブルェ・アイテムは、前記携帯データ装置が組み込まれるバンドを備えて
いることを特徴とする請求項２９に記載の携帯装置。
【請求項４３】
　前記ウェアラブルェ・アイテムは、ガーメント及び前記ガーメントに取付け可能なバン
ドを備え、前期携帯データ装置は、前記バンドに組み込まれることを特徴とする請求項２
９に記載の携帯装置。
【請求項４４】
　前記検索及び処理は、アナログ信号を供給するそれらのセンサからの信号をデジタル化
することを更に含むことを特徴とする請求項２９に記載の携帯装置。
【請求項４５】
　前記センサは、心臓センサ、及び／又は呼吸センサ、及び／又は加速度計センサ、及び
／又は心電図センサ、及び／又は脳波図センサ、及び／又は眼電図センサ、及び／又は筋
電図センサ、及び／又は表面又はコア温度センサ、及び／又は血液酸素飽和、及び／又は
音センサ、及び／又は超音波センサ、及び／又は弾道衝撃センサ、及び／又は電気インピ
ーダンス・センサの一つ以上を備えていることを特徴とする請求項２９に記載の携帯装置
。
【請求項４６】
　前記センサは、胸郭のサイズ及び／又は腹部のサイズに応答する一つ以上のサイズ・セ
ンサを備えていることを特徴とする請求項２９に記載の携帯装置。
【請求項４７】
　前記サイズ・センサの一つ以上は、誘導プレチスモグラフ技術に基づくことを特徴とす
る請求項４６に記載の携帯装置。
【請求項４８】
　前記センサは、姿勢センサ及び／又は活動レベル・センサを備えていることを特徴とす
る請求項２９に記載の携帯装置。
【請求項４９】
　前記姿勢センサ及び／又は前記活動レベル・センサの少なくとも一つは、一つ以上の加
速度計を備えていることを特徴とする請求項４８に記載の携帯装置。
【請求項５０】
　前記ウェアラブルェ・アイテムは、人間の装着者によって装着されるように構成される
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ことを特徴とする請求項２９に記載の携帯装置。
【請求項５１】
　前記ウェアラブルェ・アイテムは、人間以外の装着者によって装着されるように構成さ
れることを特徴とする請求項２９に記載の携帯装置。
【請求項５２】
　前記携帯データ装置は、前記センサ信号及び／又は前記生理学的情報の一部又は全てを
記憶することを特徴とする請求項２９に記載の携帯装置。
【請求項５３】
　前記生理学的情報は、一つ以上の生理学的パラメータ及び／又は前記生理学的パラメー
タの時間的傾向を更に含んでおり、前記生理学的状態は、前記決定された生理学的パラメ
ータ及び／又は傾向の一つ以上により更に決定されることを特徴とする請求項２９に記載
の携帯装置。
【請求項５４】
　前記生理学的パラメータは、対象の呼吸機能を記述しているパラメータ、対象の心臓機
能を記述しているパラメータ、対象の姿勢を記述しているパラメータ、対象の活動を記述
しているパラメータ、対象の温度を記述しているパラメータ、対象の換気閾値を記述して
いるパラメータ、対象のエネルギー消費を記述しているパラメータ、及び対象の熱応力の
レベルを記述しているパラメータを含んでいるグループから選択された一つ以上のパラメ
ータを備えていることを特徴とする請求項５３に記載の携帯装置。
【請求項５５】
　前記生理学的状態は、一つ以上の生理学的パラメータ及び／又は傾向、及び／又は前記
パラメータ及び／又は傾向の組合せの値を、許可可能又は通常であることが知られている
前記パラメータ及び／又は傾向及び／又は組合せの値と比較することによって更に決定さ
れることを特徴とする請求項５３に記載の携帯装置。
【請求項５６】
　前記処理装置は、マイクロプロセッサ及び／又はフィールド・プログラマブル・ゲート
・アレイを備えていることを特徴とする請求項２９に記載の携帯装置。
【請求項５７】
　歩行対象のリアルタイム監視のための外部監視施設であって、
　ディスプレイ；
　無線通信のための通信インターフェイス；及び
　それぞれが歩行対象を監視しかつ前記対象に関する生理学的情報を無線で送信する一つ
以上の携帯監視装置との通信を設定し、
　一つ以上の監視される対象に関する送信された生理学的情報を受信し、かつ
受信された生理学的情報の選択されたアイテムを表示する、前記ディスプレイ及び前記通
信インターフェイスに動作可能なように接続された処理装置、
を備えていることを特徴とする外部監視施設。
【請求項５８】
　前記通信を設定することは、前記外部監視施設に通信を向けることを携帯監視装置に要
求することを更に含むことを特徴とする請求項５７に記載の外部監視施設。
【請求項５９】
　前記通信を設定することは、前記携帯監視装置からの通信を受信するように前記施設を
選択した携帯監視装置からの通信を受入れることを更に含むことを特徴とする請求項５７
に記載の外部監視施設。
【請求項６０】
　監視されている前記対象の生理学的状態により選択される生理学的情報のアイテムを送
信することを携帯監視装置に要求することを更に含むことを特徴とする請求項５７に記載
の外部監視施設。
【請求項６１】
　一つ以上の他の外部監視施設との通信を設定することを更に含み、各前記他の外部監視
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施設は、監視される対象に関する先に受信した生理学的情報を無線で送信することを特徴
とする請求項６０に記載の外部監視施設。
【請求項６２】
　一つ以上の他の外部監視施設との通信を設定し、かつ監視される対象に関する先に受信
した生理学的情報を送信することを更に含むことを特徴とする請求項５７に記載の外部監
視施設。
【請求項６３】
　一つ以上の他の外部監視施設から先に受信した生理学的情報を送信することを更に含む
ことを特徴とする請求項６２に記載の外部監視施設。
【請求項６４】
　少なくとも一つの監視される対象に関する前記送信された生理学的情報は、その監視さ
れる対象の生理学的状態により選択されることを特徴とする請求項５７に記載の外部監視
施設。
【請求項６５】
　前記表示されるアイテムは、監視される対象を表す少なくとも一つのアイコンを含むこ
とを特徴とする請求項５７に記載の外部監視施設。
【請求項６６】
　前記アイコンの少なくとも一つは、前記アイコンによって表された前記監視される対象
の生理学的状態により選択され、かつ前記生理学的状態を表している、表示形式を有する
ことを特徴とする請求項５７に記載の外部監視施設。
【請求項６７】
　前記表示されるアイテムは、監視される対象に関する文字及び／又は数値情報を含むこ
とを特徴とする請求項５７に記載の外部監視施設。
【請求項６８】
　一つ以上の監視される対象に関する前記受信される生理学的情報は、センサ・データを
含み、かつ前記表示されるアイテムは、前記センサ・データを含むことを特徴とする請求
項５７に記載の外部監視施設。
【請求項６９】
　前記センサ・データの一部又は全ては、図表形式で表示されることを特徴とする請求項
５７に記載の外部監視施設。
【請求項７０】
　歩行対象のリアルタイム監視用のシステムであって、
　一つ以上の請求項２９に記載の携帯監視装置と、
　一つ以上の請求項５７に記載の外部監視施設とを備え、
　前記携帯監視装置は、前記外部監視施設の少なくとも一つと無線で通信し、少なくとも
一つの外部監視施設は、少なくとも一つの他の外部監視施設と無線で通信し、かつ前記無
線通信は、前記携帯監視装置によって監視される歩行対象を記述する生理学的情報を含む
ことを特徴とするシステム。
【請求項７１】
　一つの外部監視装置は、主要外部監視装置として指定され、
　非主要外部監視装置は、監視される対象に関する先に受信した生理学的情報を前記主要
監視装置に送信することを特徴とする請求項７０に記載のシステム。
【請求項７２】
　前記主要外部監視装置は、前記携帯監視装置の少なくとも一つから少なくとも概ね１０
００メートル以上離れていることを特徴とする請求項７１に記載のシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、監視される対象から取得した生理学的データのリアルタイム監視及び表示用
の改良されたシステム及び方法を提供する；好適な実施形態では、本発明は、監視される
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対象及び監視する要員の両方の変化する位置に動的に適応する；生理学的データは、呼吸
、心臓活動、姿勢、運動、体温、等の情報を含む。
【背景技術】
【０００２】
　監視される対象からの生理学的データのリアルタイム監視及び表示は、多くの活動分野
でいま関心がある。例えば、係る監視は、監視される対象が潜在的にストレスの多い状況
又は危険な状況にあるようなところで有用でありうる。係る状況は、軍隊、消防士、救助
隊、警察官、等のような緊急救援（第１応答者）専門職、工業環境、等で発生する。この
発明は、訓練中、及び競技中の競争競技における；及びダイビング、洞窟探検、等のよう
な非競争であるが潜在的に危険なリクリエーションにおける他のアプリケーション、等を
有する。
【０００３】
　リアルタイム生理学的監視用システム及び方法は、従来技術において知られている。例
えば、１９９６年１２月５日に出願された、米国特許第６，１９８，３９４号Ｂ１（’３
９４号特許）は、軍隊アプリケーションを対象にした遠隔監視用システムを開示する。そ
れは、様々なセンサ及び通信機器を携行する軍隊式ハーネスを着用することを対象に要求
するシステムを記述する。しかしながら、戦場使用のために設計された、係る軍事レベル
機器は、他のアプリケーションにおいて魅力に乏しい。
【０００４】
　他の従来技術の監視システム及び方法は、非軍事使用に対してより魅力的でありうる。
例えば、２０００年４月４日に出願された、米国特許第６，０４７，２０３号（’２０３
号特許）は、革新的な生理学的センサが様々な種類の快適でかつ目立たないガーメント(g
arments)で構成されかつ心臓活動、呼吸、及び他の生理学的システムに定量的データを提
供することができる監視システムを開示する。しかしながら、係るシステムは、フィール
ド条件におけるリアルタイム動作に対して適応されていない。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　それゆえに、その従来技術は、幅広い範囲の監視される対象にアピールする対象監視技
術を用いてリアルタイムで定量的生理学的データを提供する監視システムが欠落している
。
【０００６】
　本発明の目的は、幅広い範囲の監視される対象にアピールする対象監視技術によりリア
ルタイムで定量的生理学的データを集める監視システム及び方法を提供することによって
従来技術におけるこの欠落を克服することを含む。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　この発明のシステムは、個々の対象を監視するためのセンサを携行している一つ以上の
監視装置と、監視装置（集合的に“監視装置”）からデータを収集するための局所電子モ
ジュール（局所データ・ユニットＩＬＤＵ）として知られている）を好適には含む。好適
には、センサは、監視される対象によって快適に装着することができるウェアラブル・ア
イテムで構成されるか又はそれによって携行される。ウェアラブル・アイテムは、様々な
種類のガーメント、ベルト、キャップ（帽子）、パッチ、等でありうる。センサは、例え
ば、（開又は閉）ポケットで構成されることによって、例えば、ソーイング（縫い合わせ
）、グルーイング(接着)、ベルクロ(Velcro)（マジックテープ（登録商標））、等により
、ガーメントに取付けられることによって、又はガーメントに一体化されることによって
、ウェアラブル・アイテムで構成されるか又はそれによって携行されうる。後者の場合に
は、ガーメントは、一つ以上のセンサの全て又は一部としての役割をすることができるか
、又は導電性スレッド、伸縮性ループ、コンタクト、等、のような能動構成部品を含むこ
とができる。ＬＤＵは、必要に応じてセンサを動作し、導電性ワイヤ、スレッド、又は他
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の素子によって、又は監視される対象に対して局所的な無線リンクによって信号を集める
。また、それは、好適には、センサ・データを前処理し、センサ・データを記憶し、遠隔
使用のためにセンサ・データを伝送し、選択された生理学的パラメータを決定し、警告又
は警報を示している条件に対してパラメータをチェックし、監視される対象に選択される
データを表示する、等。
【０００８】
　多くの異なる種類のセンサが、異なるアプリケーションに次いで向けられうるこの発明
の異なる実施形態で存在しうる。一般的に、システム・センサは、以下の種類の一つ以上
を含む：呼吸機能用センサ；心臓機能用センサ；血液酸素飽和（血液酸素飽和度）用セン
サ；対象の姿勢、対象の活動、等、用センサ；皮膚温用センサ、脳波信号用センサ；等。
あるアプリケーションでは、センサは、また、肉体的損傷を示しうる監視される対象によ
って受け取られた衝撃を登録するための弾道衝撃マイクロホンも含みうる。センサは、こ
れらの技術分野で知られている様々な技術に基づきうる。呼吸機能用の好適なセンサは、
対象の胸部及び/又は腹部の呼吸動作を計測する誘導プレチスモグラフ技術に基づく。心
臓機能用の好適なセンサは、心臓活動の電気的検出、及び/又は心拍又は脈拍を測定する
プレチスモグラフ技術に基づく。姿勢及び活動用の好適なセンサは、対象に機械的に結合
された一つ以上の加速度計からの処理データに基づく。
【０００９】
　ＬＤＵｓは、好適には処理を集め、かつセンサ・データを通信する。適切なセンサ・デ
ータが集められるならば、ＬＤＵｓは、好適には、呼吸数、及び/又は心拍数、及び/又は
体温、及び/又は姿勢、及び/又は活動の指標、及び/又は酸素飽和度を抽出する。ＬＤＵ
ｓは、この発明の特定にアプリケーションに対して適切でありうる他の又は更なる生理学
的パラメータを抽出することができる。例えば、一回呼吸量及び分時換気量は、プレチス
モグラフ呼吸データから抽出することができる。好適には、ＬＤＵｓは、また、生理学的
窮迫又は危険を示している選択された状態を決定しかつチェックする。より簡単な警報状
態は、個々の、抽出された生理学的パラメータを、正常範囲及び境界と比較することによ
ってチェックすることができる。より複雑な警報状態は、二つ以上の生理学的パラメータ
の組合せを、接合境界又は接合範囲と比較又は相関することによってチェックすることが
できる。また、ＬＤＵｓは、好適にはそれらの現行の生理学的状況を表示し、聴こえるよ
うに示し、又はさもなければ監視される対象に認識させる。
【００１０】
　また、ＬＤＵｓは、集めた生理学的データのあるもの又は全てを外部監視施設に好適に
通信する。外部監視施設は、監視される対象の近く、例えば、それから何百メートル以下
でありうるか；又は、監視される対象の近傍、例えば、それから何百から何千メートルま
ででありうるか；又は、監視される対象から遠隔、例えば、それから何千メートル以上で
ありうる。例えば、ＬＤＵｓは、通信しているＬＤＵｓからのデータを処理しかつ表示す
る局所監視施設と無線で通信しうる。また、局所監視施設は、通信しているＬＤＵｓから
のデータを更に処理しかつ表示しうるよりも遠隔監視施設と無線又は有線リンクによって
通信しうる。また、ＬＤＵｓは、例えば、遠隔監視施設への有線リンクを有しているアク
セス・ポイントと無線通信することによって、遠隔監視施設と直接通信しうる。この発明
のシステムは、更なる種類の外部監視施設及び/又は通信ノードを含みうる。また、ＬＤ
Ｕｓ、外部監視施設、及び他のシステム構成要素は、後の分析及び/又は監査に対してセ
ンサ・データ及びその解釈を記憶するように協働するのが好ましい。
【００１１】
　好適な実施形態では、これらの通信リンク及び通信パターンは、ＬＤＵｓ、局所監視施
設、及び遠隔監視施設（集合的に“システム構成要素”）の現行位置に応じて動的に設定
される。これらのシステム構成要素のフィールド位置は、時間にわたりかつ予測不可能な
方法でしばしば変化しうるので、また、システム通信は、係る位置変化に対して動的に適
応することが好ましい。また、メッセージ及び処理されたデータをＬＤＵｓに運ぶことが
できかつセンサ・データが外部監視施設に運ばれるように、システム構成要素は、両方向
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に通信することも好ましい。
【００１２】
　多くの実施形態では、通信帯域幅、特には無線帯域幅は、制限され、かつ従って、通常
ではＬＤＵｓは、全てのセンサ・データを局所又は遠隔監視施設に伝送しないことが好ま
しい（別個の外部監視施設間の伝送についても同様である）。一つの好適な実施形態では
、ＬＤＵｓは、危険、警戒、又は他の異例な状態が検出されない限り、短い“ＯＫ”メッ
セージだけを定期的に伝送する。代替的に、ＬＤＵｓは、また、センサ・データから抽出
した生理学的パラメータのあるもの又は全てを伝送することもできる。この実施形態では
、危険、警戒、又は他の異例な状態が検出されたならば、ＬＤＵｓは、（それを決定する
ことができるならば）状態の原因に関する詳細なデータを増加的に伝送することを開始す
る。例えば、検出された状態の特質及び重度を次いで伝達することができる。より厳しい
状態に対して、ＬＤＵｓは、元のセンサ・データのあるもの又は全てを伝達することがで
きる。
【００１３】
　一般的に、この発明の方法は、該対象の生理学的状態が正常であるか否か及び/又は許
容可能かどうかの指示を備えている生理学的情報を決定するためにその対象に対して局所
でかつ他の監視される対象から離れた場所で各歩行監視対象から取得した生理学的センサ
・データを処理することによって；次いで、生理学的情報から選択された該監視された対
象アイテムの一つ以上を提示することによって；次いで、該監視された対象に対して局所
的な該場所から該監視される対象から遠隔な場所へ該生理学的情報から選択されたアイテ
ムを伝送することによって；そして最終的に、前記監視される対象に関する該送信された
生理学的なものの一部又は全てを該遠隔位置で表示することによって、歩行活動に携わる
対象を監視する。
【００１４】
　監視された対象は、熱ストレス、不安、恐慌、脱水症、及び見当識障害の対象のような
潜在的な及び/又は実際の生理学的ストレスでありうる。対象の歩行活動は、日常生活活
動、及び/又は勤務活動、及び/又は専門的活動、軍事活動、警察活動、消防活動、救命活
動、工業活動、競争競技活動、競技訓練活動、及びリクリエーション活動を含む。
【００１５】
　興味がある生理学的パラメータは、対象の呼吸機能を記述しているパラメータ、対象の
心臓機能を記述しているパラメータ、対象の姿勢を記述しているパラメータ、対象の活動
を記述しているパラメータ、対象のエネルギー消費を記述しているパラメータ、及び対象
の温度を記述しているパラメータで構成されているグループから選択された一つ以上のパ
ラメータを備えている。生理学的状態は、個々のパラメータを所定の値の範囲と比較する
ことによって、又は複数のパラメータを組合せることによって、例えば、統計的回帰関数
によって、及び組合わされた値を所定のパラメータ空間の領域と比較することによって決
定することができる。対象の換気閾値は、許容可能な労作の範囲を設定するために好まし
い。
【００１６】
　遠隔外部監視施設（“リモート位置”とも称する）をオーバーロードしないために、伝
送されたアイテムは、該生理学的状態が許容可能か否か及び/又は正常か否かに依存して
選択されるのが好ましい。許容可能又は正常な対象に対して、正常であることの指示にす
ぎないことを伝送することができる。他の対象に対して、伝送されたアイテムは、該セン
サ・データ及び/又は該生理学的情報のあるもの又は全てを含みうる。そして、予測不可
能なフィールド状態で本発明の柔軟な使用を許容するために、それはその構成要素間、例
えば、動的に設定されかつ構成されたことにより、対象及び外部遠隔施設に対してローカ
ル（局所）であるそれらの間の通信よりも好ましい。従って、異なるシステム構成要素は
、例えば、信号明瞭度又は強度に依存して、又はユニット優先順位、等により、それで通
信するために、他のシステム・ユニットを選択することができる。好適には、一つの外部
遠隔施設は、全ての監視された対象の情報を結果として受け取るべく主要設備として、例
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えば、優先順位によって指定することができる。
【００１７】
　好適なシステム構成要素は、一つ以上のセンサを備えているウェアラブル・アイテムを
含む歩行対象のリアルタイム監視のための携帯型監視装置であり、該センサは、該アイテ
ムを装着している歩行対象の生理機能に応答する一つ以上の信号を供給する、該携帯型監
視装置；及び検索を実行しかつ該対象の生理学的状態が正常か否か及び/又は受け容れ可
能か否かの指示を備えている生理学的情報を決定するために該センサ信号を処理する処理
装置を備えている該ウェアラブル・アイテムに対してローカル（局所的）な携帯型データ
・ユニットを含み；該生理学的情報から選択されたウェアラー・アイテムへの提示；及び
該携帯型データ・ユニットから、該携帯型データ・ユニットからリモート（遠隔）な位置
までの該生理学的情報から選択された伝送アイテムであり、該アイテムは、該監視された
対象の該生理学的状態に依存して選択される。
【００１８】
　また、好適なシステム構成要素は、表示装置；無線通信用通信インターフェイス；及び
一つ以上の携帯型監視装置との通信を設定する該表示装置及び該通信インターフェイスに
動作可能に結合された処理装置を含む、歩行対象のリアルタイム監視のための外部監視施
設を含み、各携帯型監視装置は、歩行対象を監視し、かつ該対象に関する生理学的情報を
無線で伝送し、かつ一つ以上の監視された対象に関する伝送された生理学的情報を受信し
；かつ受信した生理学的情報の選択したアイテムを表示する。外部施設は、携帯型監視装
置及び他の外部施設の両方と一般的に通信する。
【００１９】
　本発明のシステムは、歩行対象のリアルタイム監視に対して協働的に通信するこれらの
構成要素、具体的には一つ以上の携帯型監視装置；及び該携帯型監視装置が該外部監視施
設の少なくとも一つと無線で通信するような一つ以上の外部監視施設を含み、少なくとも
一つの外部監視施設は、少なくとも一つの他の外部監視施設と無線で通信し、前記無線通
信は、該携帯型監視装置によって監視された歩行対象を記述している生理学的情報を備え
ている。
【００２０】
　また、本発明は、本発明の方法を実行するためのコンピュータ命令を含んでいるコンピ
ュータ読取り可能媒体を有するプログラム製品を含む。
【００２１】
　全ての目的に対する参考文献として、それらの全体で、その全体の開示がここに採用さ
れる、特許及び特許公開公報を含んでいる多数の参考文献がここに示されている。更に、
これらの参考文献のいずれも、上記で特徴付けられた方法に係わりなく、ここに主張した
主題の発明に先駆けて提出されている。
【００２２】
　この発明の特定の実施形態は、以下の詳細な説明及び添付した図面から理解され、かつ
様々な記述した実施形態は、添付した特許請求の範囲に示されている。
本発明は、本発明の好適な実施形態の以下の詳細な説明、特定の実施形態の説明に役立つ
実例、及び添付した図面を参照してより完全に理解されうる。
【実施例】
【００２３】
　この発明のシステム及び方法の好適な実施形態を以下に記述する。以下、及び全体とし
てアプリケーションにおいて、明瞭化及び便宜上でのみヘッディングが用いられる。
【００２４】
　本発明のシステム・コンポーネントは、生理学的センサ、これらのセンサを保持するウ
ェアラブル・アイテム（装着品）、ローカル・データ・ユニット（“ＬＤＵ”）、等を有
する監視装置；コンピュータ、（要員を監視するための）データ・ディスプレイ、及びデ
ータ記憶機能を有するローカル（局所）又はリモート（遠隔）監視施設；及びこれらの構
成要素間の通信を含む。これら構成要素の好適な実施形態をこのサブセクションで説明す
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る。
【００２５】
　ウェアラブル・センサ及びガーメント
　監視装置は、生理学的センサがその中又は上に配置される、ガーメント、シャツ、チョ
ッキ、チェスト・ストラップ、パッチ、帽子、等のような、ウェアラブル・アイテムを備
えているのが好ましい。適当なセンサ技術及び監視される対象へのそれらの配置は、結果
として得られる装置（例えば、監視衣服）が、邪魔にならず、快適で、かつ監視される対
象が興味をそそると同時に信頼性がある、リアルタイムの生理学的監視データを提供する
ように一緒に選択されるのが好ましい。重量は、快適の重要な一面であり、かつ監視装置
及び関連電子装置（例えば、ＬＤＵｓ）は、約８００ｇ以下、より好適には７００ｇ以下
、さらに好ましくは６００ｇ又は５００ｇ又はそれよりも軽いことが好ましい。
【００２６】
　一つの好適な呼吸及び／又は心臓センサ技術は、少なくともに呼吸及び心臓機能に関し
て信頼性がある、量的データを提供することが医学的に確認されている誘導プレチスモグ
ラフィー（ＩＰ）である。ＩＰセンサは、例えば、バンド、又はパーシャル－シャツ、シ
ャツで、又はパーシャル・ボディ・スーツ、フル・ボディ・スーツ、又は帽子、等の、様
々な種類のガーメントで監視される対象に配置することができる。ＩＰベース・センサは
、監視される対象の胸部、腹部、及び他の身体部分に関して様々なレベルに配置される（
しばしば弾性の、拡張型バンドで構成された）導電性ループの時変インダクタンスを測定
することによって機能する。この時変インダクタンスは、これらのループによって囲まれ
た時変断面績の指標を主に反映し、かつ（呼吸量の２コンパートメント（二区画）・モデ
ルのような）定評のある生理学的モデルを参照して信号処理及びパターン認識技術を用い
ることにより、断面積のこれらの指標は、生理学的機能及び／又は生理学的事象の発生回
数のインディシア又は測定をもたらように処理することができる。例えば、心拍出量のイ
ンディシア、呼吸量及び分時換気量の指標、無呼吸（発作）、等のような、呼吸事象の発
生回数、等を得ることが可能である。
【００２７】
　ＩＰベース・センサが好ましくが、しかしながらそれらに限定せず、本発明は、代替の
技術に基づくセンサを容易に採用することができる。一定の代替センサ技術は、ＩＰベー
ス・センサと同様に、断面積、又は外周、又はそれらの幾何学的同等物を反映している測
定、又は胸部、腹部、及び他の身体構造を通して一つ以上のレベルで、かつ２００Ｈｚま
でのサンプル・レートで、係る情報（例えば、対象に関する拡張可能ループの応力（スト
レス）又は歪み（ストレイン））に変換することができる測定を行う。次いで、ＩＰ及び
代替センサからのデータは、ＩＰ信号に対して開発された方法によって処理することがで
きる。例えば、代替センサは、開発されている及び開発されるべきスレッド(糸：thread)
及びファブリック(繊維：fabric)技術に基づくことができる：センサは、ガーメント又は
バンドに実装される歪み依存性抵抗を有する導電性スレッドの抵抗を測定してもよい；又
は、センサは、局所応力が長さ及び／又は外周を反映するように編まれた繊維の局所応力
を光学的又は電気的に測定してもよい。別の例に対して、代替センサは、身体構造を通し
て（距離のような）幾何学的パラメータを測定するために（超音波放射、又は電界、磁界
、又は電磁界放射のような）エネルギー放射を用いてもよい。
【００２８】
　しかしながら、簡潔さ及び具体性だけのために、以下の説明は、大部分、好適なＩＰセ
ンサ技術及び身体断面積（又は外周、又は同等物）に敏感な処理方法による。好適なＩＰ
技術、ガーメントにおけるその配置、その処理及び解釈、及び一定の親しく結び付いた技
術の詳細は、その全てが全ての目的に対してここにその全体が参考文献として組み込まれ
、かつ本願と同じ出願人に譲渡された以下の米国特許（集合的に“ＩＰ特許”）から説明
される。ＩＰ技術及び繊維及びガーメントにおけるその配置を開示している特許（集合的
に“センサ及びガーメント特許”）は、２００１年４月１７日に出願された米国特許第６
，５５１，２５２号（an improved ambulatory IP system and sensor garment）、２０
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０２年１月２９日に発行された米国特許第６，３４１，５０４号（stretchable conducti
ve fabric for IP sensors）、２０００年４月４日に発行された米国特許第６，０４７，
２０３号（an ambulatory IP system including a sensor garment）、１９９４年７月２
６日に発行された米国特許第５，３３１，９６８号（IP sensors and circuitry）、１９
９４年４月１２日に発行された米国特許第５，３０１，６７８号（stretchable IP trans
ducer）、及び１９８９年２月２８日に発行された米国特許第４，８０７，６４０号（str
etchable IP transducer）を含む。
【００２９】
　呼吸機能の計測を得るためのＩＰ信号の処理を開示している特許（集合的に“データ処
理及び解釈特許”）は、２００４年６月６日に出願された（improved methods for proce
ssing respiratory IP signals and for detecting respiratory events from processed
 signals）米国特許出願番号（ＴＢＤ）（Coyle et al.; “Systems and Methods for Ob
ject-based Monitoring Physiological Parameters”; currently attorney docket no. 
10684-035-999）；２００４年６月６日に出願された、米国特許出願第１０／４５７，０
９７号（object oriented methods for monitoring of physiological parameters）；２
００２年７月２日に発行された米国特許第６，４１３，２２５号（improved methods for
 calibrating IP breathing monitors）；２０００年１月１８日に発行された米国特許第
６，０１５，３８８号(methods for measuring respiratory drive providing various o
utputs, including control signals for mechanical ventilators or continuous posit
ive air pressure (CPAP) devices)；１９９２年１１月３日に発行された米国特許第５，
１５９，９３５号(measurements of individual lung functions)；１９８９年８月２９
日に発行された米国特許第４，８６０，７６６号(noninvasive methods for measuring a
nd monitoring intrapleural pressure in newborns by surface IP of cranial bones)
；１９８９年５月３０日に発行された米国特許第４，８３４，１０９号(methods for cal
ibrating IP breathing monitors)；１９８９年３月２８日に発行された米国特許第４，
８１５，４７３号(methods for monitoring respiration volumes)；１９８８年１０月１
８日に発行された米国特許第４,７７７,９６２号(methods and systems for distinguish
ing central, obstructive, and mixed apneas from signals which monitor the respir
atory excursions of the rib cage and the abdominal)；１９８９年３月１０日に発行
された米国特許第４，６４８、４０７号(methods for detecting and differentiating c
entral and obstructive apneas in newborns)；１９８３年２月１５日に発行された、米
国特許第４，３７３，５３４号(methods for calibrating IP breathing monitors)；及
び１９８２年１月５日に発行された米国特許第４,３０８,８７２号(methods for monitor
ing respiration volumes)を含む。
【００３０】
　心臓機能の計測を得るためのＩＰ信号の処理を開示している特許（集合的に“心臓機能
特許”）は、２００２年３月２６日に出願された米国特許出願第１０／１０７，０７８号
(signal processing techniques for extraction of ventricular volume signal)；１９
９６年１２月３１日に発行された米国特許第５，５８８，４２５号(methods and systems
 for discriminating between valid and artifactual pulse waveforms in pulse oxime
try)；１９９３年１月１２日に発行された米国特許第５，１７８，１５１号(methods for
 IP measurement of cardiac output)；１９９１年８月２０日に発行された米国特許第５
，０４０，５４０号(IP measurement of central venous pressure)；１９９１年１月２
２日に発行された米国特許第４，９８６，２７７号(IP measurement of central venous 
pressure)；１９８４年６月２６日に発行された米国特許第４，４５６，０１５号(IP mea
surement of neck volume changes)；及び１９８４年６月５日に発行された米国特許第４
，４５２，２５２号(determining cardiac parameters from neck and mouth volume mea
surements)を含む。
【００３１】
　好適には、係るＩＰベース及び同様又は同等な生理学的センサは、邪魔にならず（目立
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たず）、快適で、かつ非制限な織物構造に配置され、かつガーメント及び／又はバンドの
ような、ウェアラブル・アイテムは、監視対象によって装着される。本発明は、様々なウ
ェアラブル・アイテム及びセンサ配置をその中に含み、その特定のものは生理学的監視の
種類及び程度に主に依存する。ウェアラブル・アイテムは、全てが一つ以上のセンサを有
する、ガーメント、シャツ、チョッキ、バンド、帽子、パッチ、等を含む。ウェアラブル
・アイテムに関連付けられるのは、センサ・データを前処理し、かつ選択されたデータを
外部監視施設及び要員にリレーするために、ウェアラブル・アイテムによって携行される
センサへの有線又は無線リンクを用いてセンサ・データを検索するように働くローカル処
理／記憶／通信機器ユニット（ＬＤＵ）である。また、ＬＤＡは、データを対象へ出力し
、かつ対象入力を受け取るために、対象の生理学的状態の評価を実行するように働くこと
もできる。一般的に、ＬＤＵは、ガーメント又はバンドから切り離された対象によって携
行されが、しかし、（例えば、この技術分野で知られているようなウェアラブル電子機器
の形式で）センサ・ガーメントにキャリー・イン又はオン又は実装されることもできる。
【００３２】
　図１Ａ～Ｃは、異なる監視アプリケーションに好適ないくつかのウェアラブル・アイテ
ムを示す。図１Ａは、少なくとも一つのセンサ・バンド２０３（例えば、ＩＰベース）、
並びに、ＥＣＧ電極２０５、サーミスタ、加速度計、等（図示省略）のような、他のセン
サ・タイプを含む、ハーフ－シャツ、又はチョッキ、又は類似物の一般的な構成２０１を
示す。センサ・バンド２０３は、胸郭及び腹部に配置されたならば、少なくとも呼吸数及
び呼吸量情報を供給する。中間胸部に配置されたならば、呼吸及び心臓データの両方を供
給することができる。個別のＬＤＵ２０７は、対象への出力及び対象からの入力を供給し
、かつ有線リンク２０９によってセンサに接続される。アイテムは、概ね７５０ｇ以下か
又はそれよりも軽くてもよい。
【００３３】
　図１Ｂは、複数のセンサ、例えば、単一ＩＰベース・センサ・バンド（又は同等物）、
ＥＣＧ電極、並びに上述したような他のセンサの種類を携行できる単一バンド２１３とし
て構成された更に簡単なウェアラブル・アイテムを示す。ＬＤＣ２１１は、便利な腕時計
のような形式で構成されかつセンサに無線で、例えば、ブルートゥースのような通信網又
は同様なものによってリンクされる。このＬＤＵは、対象入力及び出力に対してより限定
された機能を有する。この説明した構成は、例えば、概ね４００ｇ以下である、図１Ａの
ものよりも実質的に少ない重量を有することができる。
【００３４】
　代替的に、ＬＤＵ２１１は、バンド２１３にキャリー・イン又はオン又は一体化するよ
うに構成することができる。次いで、対象は、胴体の回りに係る結合バンドを単に配置す
ることによって生理学的監視を迅速かつ容易に開始することができる。更に、係る組合せ
バンドＬＤＵは、生理学的監視に用いることを当初は意図していなかった普通のガーメン
トが監視機能を容易に備えることができるように、様々な種類のガーメントに取付けられ
るか又はそれらを伴うように有利に、一緒に構成することができる。取付け具（アタッチ
メント）は、Velcro、スナップ、ジッパー、等によってもよい。また、十分に弾性なバン
ドは、特別な取付け具なしでガーメントを伴うことができる。例えば、通常のウェット・
スーツ、自転車用シャツ、フットボール・ユニフォーム、及び他の運動服を着ている対象
は、容易に監視することができる；同様に、緊急救援隊員サービス、大衆保安職業、隊務
、等における対象は、それらの標準衣服への変更なしで生理学的に監視することができる
。より広範囲な生理学的監視に対して、通常のガーメントは、二つ以上のセンサ－ＬＤＵ
組合せを伴うか又はそれらに取付けられることができる。例えば、対象の胴体に関する第
２のバンドは、より正確な呼吸監視を供給すると共に他の種類の追加の生理学的センサを
携行することができる。本発明は、二つ以上の係るセンサ－ＬＤＵ組合せのキットも含む
。異なる組合せは、単一の生理学的システム（例えば、呼吸システム）を多重監視するこ
とができるか又は異なる生理学的システム（例えば、呼吸システム及び心臓システム）を
監視することができる。各組合せは、通常の衣服を伴うか又はそれに取付けられるように
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構成される。この特質のキットは、歩行に対する特定の生理学的監視が必要に応じてかつ
“オン・ザ・スポット”で有効にアセンブリされるところで有利である。
【００３５】
　図１Ｃは、対象の胸部のかなりの部分を覆っておりかつ生理学的センサのより広い範囲
を携行可能なように構成されたスーツのような（又は部分的にスーツのような）ガーメン
トを示す。例えば、ガーメントは、ダイビングで使用するために用いられるウェット・ス
ーツとして、又は他の使用に対する織物構造として設計することができる。胸郭及び腹部
バンドに関するバンド２１７ａ及び２１７ｂ（例えば、ＩＰベース）は、呼吸データを供
給する；バンド２２３ａ及び２２３ｂは、左右の肺の相対機能に関する更なるデータを供
給する。中間胸部のバンド２１９は、心臓出力データを供給する。首バンド２２１は、更
なる心臓データをそれから決定することができる頸動脈及び頸静脈脈動に関するデータを
供給する。バンド２２５ａと２２５ｂ及びバンド２２７ａと２２７ｂは、例えば、末梢血
流の評価に用いることができる、上腕及び動径脈動を供給する。また、図示していない他
のバンド及びセンサもこのガーメントに実装することができる。ガーメントのポケット又
は類似物に有利に携行されるユニット２２１は、別の近傍のＬＤＵユニット２２３又は外
部監視施設ユニット２２３への無線伝送に対するセンサ・データを収集する。ＬＤＵとし
て構成されたならば、ユニット２２３は、監視される対象によって携行されかつ遠隔（リ
モート）外部監視施設へデータを転送してもよい。代替的に、ユニット２２３は、監視さ
れる対象から数十から数百メートルに位置決めされかつ局所監視及び緊急時対応要員に状
況を供給する局所（ローカル）外部監視施設でありうる。係る外部監視施設は、一つ以上
の監視される対象からデータを選択的に受信することができる。
【００３６】
　図１に示したウェアラブルェ・アイテムは、様々な監視の必要性を提供することができ
かつ限定されない方法の例示的指示である。例えば、代替ウェアラブルェ・アイテムは、
図１Ａのものに類似するシャツであるが、心臓機能の詳細を必要としないような、たった
二つの呼吸ＩＰバンドを有する。他の例は、女性用に適用されかつ設計されたガーメント
である。例えば、図１Ｂのストラップの適用は、一つ以上のセンサ・バンドを伴うセンサ
を有するスポーツ・ブラであってもよい；図１Ａのシャツに類似するガーメントは、コル
セットとして設計してもよい。
【００３７】
　更に、ウェアラブルェ・アイテムは、必要に応じて他のセンサ・タイプを実装すること
ができる。これらは、例えば、化学物質（ＣＯ、ＣＯ4、等）用のセンサ、バイオ・ハザ
ード（様々な種類の放射、様々な種類の生物、等）用のセンサ、脳波図（脳電図）、電気
眼位図（眼電図）、等、用のセンサ、及びその他のセンサを含むことができる。ＩＰベー
ス・ウェアラブルェ・センサ及びガーメントの詳細は、センサ及びガーメント特許及び／
又は心臓機能特許に開示されている。
【００３８】
　システム構成
　本発明のセンサ及びガーメント技術で監視される体からのデータは、監視される対象に
対してローカル（局所）的にかつまた監視される対象の生理学的な像（状態）を監視する
監視要員に対して外部監視施設でリモート（遠隔）的に提供されるのが好ましい。ほとん
どの実施形態では、監視される対象及び監視する要員は、様々な距離にわたり空間的に又
は地理的に分散され、本発明の監視システムがリモート通信並びにデータ処理及び表示を
供給することを必要とする。
【００３９】
　図２Ａは、より多くの集中型監視システム構成の一つの好適な実施形態を示す。ここで
、監視される対象１，３，５，７、及び９は、単一の外部監視施設１９にリンクされたデ
ィスプレイ２１、２３、及び２５においてリモート監視要員によって監視される。係るシ
ステムの実施形態は、１から１０又は１００又はそれ以上の対象を同時に監視してもよい
。監視装置（センサ、ガーメント、及びＬＤＵｓ）は、一般的に同じであるようにここに
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概略的に示されている；他の実施形態では異なる監視装置を用いてもよいしかつ異なる対
象は、異なる種類の監視装置を備えてもよい。例えば、ある対象は、ＩＰベース・センサ
を備えてもよいし同時に他の対象は、他の種類の類似、同等なセンサを有してもよい。ま
た、ある対象は、（例えば、図１Ｃのガーメントによる）更に複雑な監視装置に装着され
てもよいし、同時に他のものは、（例えば、図１Ａのガーメントによる）中間レベルの監
視装置に装着され、更に他のものは、（例えば、図１Ｂのガーメントによる）基本的な監
視装置にだけ装着されてもよい。係る異種のシステムが円滑に機能するために、様々なＬ
ＤＵｓ３９データが監視装置の種類を、多分外部監視施設１９によって解釈することがで
きる自己定義フォーマットで、識別することが好ましい。
【００４０】
　監視される対象１は、他の対象のガーメントを詳細に示す、図１Ａのものに類似するガ
ーメントに装着される。特に、バンド２７及び３１は、呼吸数、及び／又は呼吸量、及び
／又は呼吸事象（例えば、咳、吐き気、等）の認知を供給する胸郭及び腹部バンドである
。任意のバンド２９は、心臓出力データを供給する。センサ３３は、指、耳朶、又は他の
身体の部分に取付けられたパルス酸素濃度計又は対象に機械的に接続された加速度計のよ
うな、対象にタッチする（触れる）センサ・タイプを一般に表す。センサ３５は、ＥＣＧ
リード、心拍数センサ、サーミスタ、等のような、対象にコンタクト（接触）するセンサ
・タイプを一般に表す。図示していないのは、ＧＰＳ装置でありうる地理的位置センサの
ような、他のセンサ・タイプである。（選択的ではあるが、以下の記述の一部は、地理的
位置データの存在を想定している。）
【００４１】
　好適には、監視データは、監視される対象におけるＬＤＵｓから外部監視施設における
リモート監視要員に無線で伝送される。図２Ａにおいて、ＬＤＵ３９のアンテナ３７は、
データが有線及び／又は無線通信網１１で外部監視施設システム１９にそれから転送され
る、一つ以上の受信機又はアクセス・ポイント１３及び１５と無線で接触している。通信
網１１は、個人又は共有有線通信網であってもよいし、携帯電話システムを通して実施さ
れてもよいし、衛星を用いてもよいし、長距離無線技術、等を用いてもよい。アクセス・
ポイントは、データを通信網１１に協調的にリレーして外部監視施設に至らせるために互
いに相互接続されてもよい。外部監視施設１９は、施設にリンクされた監視局２１、２３
、及び２５におけるディスプレイのために受信したデータを記憶、処理及びフォーマット
する。ここで、局２５は、外部監視施設のサイトにあり、局２１及び２３は、よりリモー
ト的に配置されかつ更なる通信網１７でアクセスされる。外部監視施設１９における処理
は、複製、照合（点検）、又はＬＤＵｓで既に行われたことの拡張に制限されてもよいし
、又はこの技術分野で知られた自動医療監視及び診断方法の使用を含んでもよい。全ての
通信、特に無線通信は、セキュリティ及びプライバシーを保障するために暗号化されるの
が好ましい。
【００４２】
　図２Ｂは、データ記憶及び処理機能が、監視される対象に対してよりローカルなサブシ
ステム７１のような監視サブシステムとより集中されかつ監視される対象から場合により
更にリモートなサブシステム７３のような監視サブシステムとの間に分散された、より多
くの分散型システム構成の別の好適な実施形態を示す。ここで、監視サブシステム７３は
、図２Ａのシステムに類似する構成、例えば、施設からリモート的に、例えば、施設から
数百メートル以上に配置された対象４７と直接通信しかつ対象４７を直接監視するサーバ
型コンピュータを有するリモート外部監視施設５１を含む。対象データは、無線５９及び
／又は有線５７通信回路網でこの外部監視施設及びそのサーバ・コンピュータに直接流れ
る。選択的に（任意で）メッセージは、施設５１の監視している要員から監視される対象
に戻すことができる。交互通信手段において、監視データは、各監視される対象４７にお
ける着脱可能なコンピュータ読取り可能媒体で再コード化することによって通信すること
ができ、監視データは、次いで外部監視施設７３に物理的に移送される。特定の実施形態
に適するならば、有線通信を用いることもできる。
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【００４３】
　監視サブシステム７１は、代わりに、互いの近くにおりかつまた外部監視施設４９の近
くにいる、例えば、全てが施設の数百から数千メートル内にいる、対象４１、４３、及び
４５のような、監視している対象に関する。ここで初期監視は、ローカル第１レベル監視
施設４９で実行することができ、監視される対象のＬＤＵｓと直接接触する監視される対
象に十分に近いか、又は監視される対象の近くである。更に、施設６１及び６３のような
、サブシステム７１における他の外部監視施設は、施設４９と通信することができる。係
る構成において、施設４９は、施設４９、６１、及び６３と通信する全ての対象に対する
主要監視施設として動作することができる。
【００４４】
　外部ローカル監視サブシステムは、例えば、迅速な応答が要求される状態（条件）で一
緒に動作する監視される対象のチーム、不都合な生理学的状態（条件）を有する対象、又
はそれらのタスクを達成するために動き回らなければならない監視される対象のチーム、
又は監視される対象が予測できない程に往来する中間準備地域（集結地）における、等、
を有利に配置することができる。更に、外部ローカル監視サブシステムは、中央監視シス
テムとの通信が信頼できず、途絶を受け易く、又は時々不可能である、過酷な又はリモー
トな環境においても有利である。係るサブシステムは、潜在的に危険な環境に近付かなけ
ればならない第１の応答者のチーム；又は独立した軍隊を有利に伴うことができる。また
、外部ローカル監視サブシステム又は単一ローカル監視サブシステムは、限られた数の隣
接する対象を監視する必要があるようなところでも有利である。例えば、単一の外部ロー
カル監視サブシステムだけを選手のチームを監視するためにスポーツ競技で用いることが
できる。
【００４５】
　これら及び他の同様な必要性を満たすために、外部ローカル監視施設４９は、内蔵型、
携帯型であり、かつ露出されそうなそれらの環境状態に対して十分に頑丈であるのが好ま
しい。施設は、監視される対象の状況を表示しかつ少なくとも対象がＯＫ又はＯＫではな
いとして分類することができる程度の限定機能のＬＤＵｓを有する対象から直接受信した
データを処理するために十分な機能を有するのが好ましい。対象４１、４３、及び４５と
装置４９との間の無線通信は、外部監視施設に範囲内の監視される対象との接触をダイナ
ミックに設定させるダイナミック・プロトコルを採用するのが最も好ましい。更に、通信
プロトコルは、ローカル監視施設に他の監視施設、他のローカル監視施設、又は、利用可
能な場合に、サブシステム７３のような、選択された集中型監視サブシステムとの通信を
設定させるのが好ましい。係る構成において、ローカル施設は、監視される対象４１、４
３、及び４５から中央サブシステム７１に、直接又は他のローカル監視施設を介して、デ
ータを転送する。
【００４６】
　ローカル外部監視施設は、例えば、市販されているプロセッサ、ハード・ディスク、Ｌ
ＣＤディスプレイ、無線通信コンポーネント、等を含んでいる、ペン入力型及び他の同様
なＰＣコンピュータに用いられるものに類似するハードウェアから構築されるのが好まし
い。装置４９のような、これらの装置は、ペン入力コンピュータと同様にパッケージ化す
ることができる；又は、代替的に特定な必要性を満たすようにパッケージ化することがで
きる。代替的に、ローカル外部監視施設は、ハンドヘルド装置、パーソナル・デジタル・
アシスタント、及び同様な装置と同様にパッケージ化することができる。施設ＬＤＵ２２
３（図１Ｃ）は、係る施設の例示である。
【００４７】
　ＬＤＵｓ３９のような、ローカル・データ装置（ＬＤＵ）を参照すると、これらの装置
は、以下の一つ以上を含んでいる処理及び通信機能を含む。まず、ＬＤＵｓは、選択基準
により外部監視施設に送信されるデータの種類及び量を有利に選択する。一つの好適な基
準は、対象の生理学的状況である。更に、異種ＬＤＵｓは、もし先の構成があれば必要な
しで単一の監視システムで一緒に機能できるように有利に構成されている。そこで、ＬＤ
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Ｕｓは、たぶん送信されたデータにデータ－フォーマット識別子を含むことによって、自
己規定されたか又は予め設定されたフォーマットで外部監視施設にデータを送信すること
ができる。また、送信されたデータは、監視される対象を識別するデータを含むことがで
きる。
【００４８】
　更に、ＬＤＵｓは、選択された生理学的データを監視される対象に直ぐに表示すること
ができるような、対象ディスプレイ機能と、対象がノート及び観察を入力することができ
るような、対象入力機能とを有利に有する。更に、ＬＤＵｓは、外部監視施設により両方
向にメッセージを有利に交換する。次いで、監視される対象及びリモート監視要員は、追
加の装置なしで通信することができる；また、リモート監視施設は、バッテリ電圧低下又
は他のハードウェア警告のような、状況（ステータス）情報を交換することができるし、
そしてまた、ＬＤＵｓは、送信されるデータを制御する要求のような、リモート監視施設
からのコマンド（命令）に応答することもできる。
【００４９】
　以下の任意の機能の一つ以上は、対象監視装置のアピール及び有用性でありうる。まず
、対象入力及び出力施設は、主要ＬＤＵ装置から取り外しかつ監視される対象の快適性、
利便性、及びレディー・アクセスに対して処理されてもよい。例えば、ＬＤＵ・ＬＣＤデ
ィスプレイ・モジュール（又は別個のモジュールを設けてもよい）は、（図１Ａの２０７
のような）主要ＬＤＵ装置から取り外しかつ対象のメガネ又はゴーグル、帽子（ハット）
、ヘルメット、ヘッドバンド、他の装置にアタッチメント（取付け具）によってヘッドア
ップ表示装置として取付けられるか又はさもなければ腕時計のような構成（例えば、図１
Ｂの２１１）で携行されてもよい。ＬＤＵそれ自体、その入力／出力施設（設備）、一つ
以上のセンサ、等のような、個別の監視装置モジュールは、独立したバッテリ（又は他の
電源）を含みかつ非常に短い範囲の、非常に低いパターのラジオ・リンク（例えば、Ｚｉ
ｇＢｅｅ技術（www.zibbee.org,最後に訪れたのは２００４年６月１０日））、又はＩＳ
Ｍ低周波数送信、等を用いて無線で通信するのが好ましい。更に、ＬＤＵは、主要ＬＤＵ
装置から任意で取り外し可能である、可聴及び／又は触覚アラーム及び／又は他のユーザ
・インターフェイス装置を有してもよい。
【００５０】
　好適な通信施設
　ＬＤＵｓと外部監視施設との間、外部監視施設それら自体の間、及び外部監視施設及び
／又は 主要又は集中型外部監視施設を有するＬＤＵｓとの間の通信リンク及びパスは、
これらのサブシステム及び施設の予測不可能かつ変化する場所に適応するために自動的に
自己最適化であるのが好ましい。係る機能は、７１として図示したものに類似する一つ以
上の構成を有する監視システムにおいて特に有利である。
【００５１】
　一実施形態では、ＬＤＵｓ及び外部監視施設は、識別及び制御メッセージを交換する。
識別メッセージは、ブロードキャスタ（放送者／放送装置）の識別及び種類をそれらの受
信者（受信機）に供給する。制御メッセージは、ブロードキャスタと直接するように受信
者に命令する。例えば、特定の外部監視施設は、特定の受信ＬＤＵがブロードキャスタと
だけ直接通信することを命令してもよい。受信ＬＤＵは、異なる可能なプロトコルにより
（一つ以上あるならば）一つのブロードキャスティング外部監視施設から係る命令を受入
れる。例えば、ＬＤＵは、たぶん信号強度によって決定されるような、最も近い監視サブ
システムの制御を受入れてもよい。従って、外部監視施設は、それらがセルに偶然存在す
る全てのＬＤＵｓに対して外部施設として動作するような“セル”を設定する。このプロ
トコルは、携帯電話通信網と同様に動作する。代替的に、外部監視施設は、優先順位が割
り当てられ、かつ受信ＬＤＵは、所定の優先順位、たぶんＬＤＵによって受信された最も
高い優先順位を有している外部開始施設からだけの制御を受入れる。複合プロトコルでは
、特定のセルのＬＤＵは、適切な優先順位を有しているこのセルの監視サブシステムから
の制御を受入れる。一度ＬＤＵが外部監視施設からの制御を受入れたならば、その施設は



(19) JP 2011-245316 A 2011.12.8

10

20

30

40

50

、そのＬＤＵからデータを独占的に受信し及び／又は処理し及び／又は再送信する。好適
には、また、ＬＤＵは、例えば、ＬＤＵが送信するデータを選択する、その制御外部監視
施設からの更なる命令も受入れる。後述する“データ・トリア－ジ”機能は、この機能に
基づきうる。
【００５２】
　簡単な監視システムは、一つ以上のＬＤＵｓを制御する単一の外部監視施設だけを含む
。最大規模の監視システムは、二つ以上の相互通信する外部監視施設を含む。係るシステ
ムの一実施形態では、一つの外部監視施設は、一次(primary)監視施設として指定され、
かつ他の外部監視施設は、受信したデータを再送信し、メッセージを交換し、かつ命令を
受入れるために一次監視施設からだけ制御を受入れる。係る２レベル監視システムでは、
監視される対象は、それらの制御ローカル外部監視施設でまず監視されると同時に、全て
の対象は、主要(principal)監視施設で監視することができる。
【００５３】
　別の実施形態では、一つ以上の外部監視施設は、“中間外部監視施設”として指定され
る。次いで、中間外部監視施設は、一つ以上の主要外部監視サブシステムからの制御を求
めかつ受入れる；“レギュラー”外部監視施設は、中間監視施設の一つからの制御を求め
かつ受入れる；そしてＬＤＵは、レギュラー外部監視施設の一つからの制御を求めかつ受
入れる。例えば、中間外部監視施設の範囲にあるか、又はそれによって制御されるセルに
あるレギュラー外部監視施設は、次いでその中間外部施設と直接、かつその中間外部監視
施設を通して主要外部施設と通信する。ここで、対象は、二つの外部施設で監視される。
特定の実施形態で有利であるならば他の相互通信接続形態を採用することができる。
【００５４】
　任意で、外部監視施設は、ピアツーピアな方法でかつ指定された外部監視施設の制御、
又はそれを通るリレーなしに互いに協力することができる。図２Ｂは、外部施設４９及び
場合により他のローカル外部監視施設６３の両方と通信するローカル外部施設６１を示す
。ピアツーピア協力は、外部施設６１（及び６３）が施設７３と直接通信していない場合
であっても外部施設６１（及び６３）によって監視されている対象からのデータを中央外
部施設７３にパスさせる。同様に、メッセージは、中央施設から直接又は間接的にリンク
された監視施設にパスされてもよい。係るピアツーピア協力及び通信は、この技術分野で
いま利用可能な特別な目的のための(ad hoc)通信網プロトコル(“スマート・ダスト”等
として一般的に知られている)の一つに従うことができる。
【００５５】
　軍事用途では、レギュラー外部監視施設における監視要員は、急場で対象に応急手当を
供給する戦場における又は戦闘負傷者スクリーニング・エリアにおける衛生兵（医者）で
ある。中間外部監視施設は、いくつかのレギュラー外部施設によって監視される対象の状
況が入手可能である“戦闘司令所”にあってもよい。指定された、中央外部施設は、司令
部の場所にあってもよい。動的に構成される通信で、係る監視システムは、予め画定され
ない変化する環境及び必要に適応する。
【００５６】
　この場合には、携帯外部監視施設を携行している衛生兵は、範囲内にいる兵士のＬＤＵ
ｓからのデータを自動的に制御しかつ受信する。戦闘司令所外部監視施設が存在するなら
ば、それは、範囲内にいる衛生兵から直接的にかつ衛生兵の範囲内にいる兵士から間接的
にデータを自動的に受信する。次いで、司令部は、範囲内にある全ての衛生兵及び戦闘司
令所にアクセスすることができる。例えば、衛生兵が兵士のグループ又は戦闘負傷者スク
リーニング・エリアにアプローチする場合、衛生兵によって携行される外部監視施設は、
エリアの全ての人の状態に関するデータを自動的に有するように、様々な外部施設が移動
するときに通信及びリンク及び制御が変化する。説明する“データ・トリアージ”機能に
より、衛生兵は、データを受信しかつ最も必要なものの手当てをすることができる。
【００５７】
　５．３．本発明の処理方法
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　このサブセクションは、ＬＤＵｓ及び外部監視施設における好適な処理を説明する。監
視データ表示を以下に説明する。
【００５８】
　好適なＬＤＵ処理／通信方法
　一般に、より中央ネットワーク素子、例えば、外部監視施設から、より周辺ネットワー
ク素子、例えば、ＬＤＵｓに本発明の処理を分散することは、有利である。センサ・デー
タ処理から決定された監視結果は、それにより、監視される対象に対してよりローカル的
に利用可能になり、かつネットワーク素子間の通信帯域幅を、必要であると決定された監
視される対象からのデータに優先的に割り当てることができる。対象の必要性(subject n
eed)は、通常それらの生理学的状況の関数である。
【００５９】
　図４Ａは、好適なＬＤＵ処理を詳細に示す。代替的に、ＬＤＵ機能が制限されるところ
では、ＬＤＵに戻すように送信される結果を伴って図示した処理の一部又は全てを外部監
視施設によって実行することができる。第１のＬＤＵ処理機能は、センサ・データ１５９
を受信しかつ前処理することである。典型的に、以下の一つ以上を含んでいる様々なセン
サが対象を監視するために配置される：呼吸センサは、呼吸データ１５１を供給する；心
臓センサは、心臓データ１５３を供給する；加速度計は、姿勢及び活動データ１５５を供
給する；対象温度及び他の生理学的パラメータに対する又は対象の環境の形態、等に対す
る追加のセンサは、様々な実施形態において追加のデータ１５７を供給することができる
。センサ・データ処理のより詳細な説明は、参考文献として先に含めた“データ処理及び
解釈特許”及び“心臓機能特許”に見出すことができる。
【００６０】
　センサ・データ前処理は、（必要により）センサ信号のアナログ・ドメイン・フィルタ
リング、アナログ信号のデジタル化、及び例えば、関連信号周波数範囲を選択する、アー
チファクトを制限する、等のためにデジタル前処理するような係るステップ（段階）を含
む。例えば、疑似非呼吸信号成分を減少するように、周波数ドメイン・フィルタリング呼
吸信号は、係る信号に通常存在しない周波数を制限することができる。たぶん加速度計に
よってトリガされる、タイム－ドメイン・フィルタリング、及び／又は心臓信号入力は、
広帯域疑似心臓及び／又は運動アーチファクト成分を減少することができる。デジタル化
されたセンサ・データは、好適には、例えば、一時的な通信不通の場合に、それを後で送
信でき及び／又は後で分析できるようにローカル的に記憶される１６７。十分な記憶が現
行のマイクロ－ハード－ドライブ又はコンパクト・フラッシュ及び同様なメモリ・カード
で利用可能である。
【００６１】
　次に、前処理されたセンサ・データから、ＬＤＵは、重要な生理学的パラメータ及び携
行１６１を決定するのが好ましい。例えば、呼吸数及び呼吸量は、胸部に関する単一のセ
ンサ・バンド（例えば、ＩＰベース・バンド）によって供給されるデータから決定するこ
とができる。腹部に関する第２のＩＰバンドからのデータを組合せることにより、さらに
高い精度で呼吸量を決定することができる。心拍数、Ｒ－波発生、等は、一つ以上の誘導
心電図（ＥＣＧ）データから容易に決定することができる。姿勢及び／又は活動の指示は
、監視される対象に配置された一つの、好適には少なくとも二つの加速度計から決定する
ことができる。次いで姿勢は、低域フィルタされた加速度計データに反映される。衝撃マ
イクロホンからのデータは、対象がもしかしたら有害な衝撃を体験したか否かを決定する
ために分析することができる。他方、身体又は環境温度のような、ある一定のセンサから
のデータは、追加の処理がほとんどないか全くなしで有用でありうる。傾向、数（レート
）、等は、係る生理学的パラメータそしてまた記憶された１６７から通常的に決定するこ
とができる。
【００６２】
　次に、ＬＤＵは、先に決定されたパラメータ及び傾向を用いて監視される対象の一般生
理学的状況１６３を評価する。処理ステップ（段階）は、監視される対象の一般生理学的
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状況を評価する。前処理されたセンサ・データは、対象の生理学的状況が“ＯＫ”である
か、即ち生理学的でない、正常性が確認され及び／又は生理学的状況が安定しているか、
又は“ＯＫでない”、即ち一つ以上の潜在的又は実際の生理学的異常性が確認され及び／
又は生理学的状況が低下している（“警告”と集合的に称する）ことを確認するために分
析される。有利には、また、ＬＤＵは、ＯＫでない対象の理由及び重度及び／又はＯＫな
対象の可能な将来的リスクも決定する。
【００６３】
　一実施形態では、係る決定は、選択したパラメータ及び傾向を、ＯＫ又はＯＫでない状
況を表すように決定されたこれらのパラメータ及び傾向の閾値及び範囲と比較することを
含む。例えば、簡単な警報は、単一パラメータの値、例えば、呼吸数、又は心拍数、又は
温度、等が通常の範囲外であるか否か、に依存することができる。警報範囲は、パラメー
タ傾向、例えば傾向が過渡的又は長期的範囲外状態を示すかを考慮して調整されてもよい
。例えば、また警報は、いくつかの他の警報の一組の少なくとも一つが見出されたことを
反映してもよい。
【００６４】
　好適な実施形態では、これらの決定は、二つ以上のパラメータ又は傾向の共有値(joint
 values)に依存することができるし、かつ単一パラメータ値試験の論理結合に依存する規
則として評価するこができる。上昇心臓パラメータ及び加速度計表示非活動は、増大した
重症度の警報を示しうる。より好適には、複数のパラメータ及び傾向の現在及び過去の値
が選択されかつ生理学的パラメータの空間に属すると考えることができるセット又はベク
トルにグループ分けされる。ＯＫ及びＯＫでない状況を画定するこの空間の領域を予め識
別するためにパターン分類技術を用いることができ、かつ現在の対象状況は、どの領域に
対象の現在のパラメータ・ベクトルが存在するかにより決定される。追加領域へのより細
かい再分割は、更なる警報状態を識別することができる。パターン分類方法は、パラメー
タ・データのサンプルに適用される統計的及び／又はニューラルネットワーク（神経回路
網）方法を含む。そして、十分なＬＤＵ資源により、この技術分野で知られたより複雑な
医学的判断学方法を監視されるセンサ・データに適用してもよい。
【００６５】
　センサ処理及び状況決定は、個々の監視される対象に対して任意で有利に適応させるか
又は個人化させることができる。例えば、方法パラメータは、最適化することができ、警
報閾値は、個々の対象による最初の試みによって選択することができ、かつその対象を監
視しているＬＤＵｓによって後で用いることができる。パラメータ、閾値、対象識別、等
のような個人化データは、コンピュータ読取り可能媒体上のＬＤＵに搬送することができ
るか又は監視サブシステムからのメッセージに供給されてもよい。
【００６６】
　ＬＤＵ処理機能は、対象状況を監視することに適応するのが好ましい。例えば、対象が
ＯＫでない（又は異常である）と決定されかつ理由を決定することもできるならば、ＬＤ
Ｕは、より完全に適切なセンサからのデータを処理すると同時にあまり完全にではなくあ
まり適切でないセンサ・データを処理するのが好ましい。それゆえに呼吸機能が異常であ
ることが見出されたならば、ＬＤＵは、加速度計、温度センサ、音センサ、及び同様にあ
まり頻繁にではなく明らかにあまり適切でないセンサからのデータをサンプリングしかつ
処理することができる。
【００６７】
　また、ＬＤＵは、監視される対象にこのデータの１６５部分又は全てを任意で表示する
。一般の生理学的状況、生理学的警報、パラメータ値及び傾向、一般及びシステム情報を
フォーマットしかつ監視される対象に見えるようにかつＬＤＵと通信してＬＣＤ画面１６
９に表示することができる。情報提示フォーマットは、後述する。段階１５９、１６１、
１６３及び１６５は、現行センサ・データを有するために定期的に繰り返される。ＬＤＵ
は、ユーザ入力及び命令を任意でチェックしかつそれらに作用することもできる。
【００６８】
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　図４Ｂは、好適なＬＤＵ通信機能をより詳細に示す。ＬＤＵ特定通信処理及び管理を次
に説明し、かつ監視サブシステム通信処理及び管理をその後に説明する。好適には、ＬＤ
Ｕｓ及びそれらの外部監視施設は、外部施設によって制御される各ＬＤＵが必要な情報を
送信しかつ制御監視サブシステムが重要な情報を受信するように協同する。あまり好まし
くない実施形態では、ＬＤＵｓは、その監視される対象がＯＫであるか否かを決定するた
めの十分な機能を有さなくてもよいし及び／又は対象の状況に関わりなく一定量のデータ
を送信してもよい。
【００６９】
　ＬＤＵによって送信された情報は、必要に従って選択され（１７７）、かつ必要は、監
視される対象の生理学的状況により決定されるのが好ましい。対象の状況がＯＫであるな
らば、ＬＤＵは、パラメータ、傾向、等に限定されたデータをリモート的に送信すること
ができる。送信されたデータは、ＬＤＵが短い“私はＯＫです”メッセージだけを定期的
に送信するように更に限定することができる。期間は、通常１／２分から５分の間に選択
することができる。監視される対象がＯＫではない（又は異常である）ならば、特定のＬ
ＤＵによって決定された場合には少なくともＯＫでない（又は異常な）状態の原因及び重
度を含んでいる更なる情報を送信するのが好ましい。更に、ＯＫでない状態に関連するセ
ンサ・データを送信することができるか、又は全てのセンサ・データを送信することもで
きる。送信されたデータに対するこれらの選択は、特定のアプリケーションに対して有利
である可能な多くの他の選択の一例である。
【００７０】
　ＬＤＵｓは、外部監視施設によって許可された場合にだけ係る更なる詳細データを送信
するのが好ましい。従って、ＬＤＵが監視される対象状況に変化を検出した場合、それは
、外部監視施設に知らせるために及び更なる関連データを送信することの許可を要求する
ためにメッセージを用いる。次いで、外部施設は、送信することの許可を認可するか又は
拒否する。次いで外部監視施設は、ＬＤＵにどの更なるデータを、もしあれば、送信する
のかを指示することができるか、又はＬＤＵは、決定された関連にそれを送信してもよい
。あまり好適ではないが、ＬＤＵは、その制御監視サブシステムが承認するか否かに関わ
りなく監視されている対象状況により選択されたデータを単に送信することができる。
【００７１】
　代替的に、制御外部施設は、対象状況に関わりなく選択されたデータを送信することを
ＬＤＵに要求することができる。特定の外部施設は、選択されたより詳細なデータ送信の
開始を要求してもよいし、かつＬＤＵは、要求されたデータを送信することによって応答
する。外部施設は、係る送信の停止を後で要求することができ、その後でＬＤＵは、短縮
されたデータの通常の送信に戻る。或いは、外部施設は、一定の過去の期間に対して一定
のデータ、例えば、１４：００時間から１６：００時間までの心拍数データを要求しても
よい。この場合には、要求されたデータは、ＬＤＵ記憶装置から検索されかつ外部施設に
送られる。
【００７２】
　一度ＬＤＵ及びその外部監視施設が何かを送信するならば、ＬＤＵは、このデータを送
信パケットにアセンブルしかつパケットを無線で送信するのが好ましい（ステップ１７９
）。送信パケットは、一般的に６４Ｂから約５１２Ｂであり、かつパケット・フォーマッ
ティング及び対象の識別を任意で記述している、ヘッダ・データを含む。説明したように
、送信されたデータは、一般的な状況（１７５）、理由及び重度を含んでいる警報（１７
３）、センサ・データ（１７１）、等でありうる。監視データに加えて、パケットは、監
視システム状況（例えば、充電、故障表示、等）、位置情報、監視される対象からのメッ
セージ、及び同様なデータを送信してもよい。外部監視施設との通信が不通になったなら
ば、ＬＤＵは、再送信のためにデータをバッファするのが好ましい。
【００７３】
　また、通信処理は、外部監視施設から入力してくるメッセージ（１８１）を定期的にチ
ャックする。係るメッセージは、先に説明したような通信構成命令（即ち、“私が貴方の
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制御監視サブシステムです”）及びデータ送信に関する要求及び応答を含む。また、これ
らのメッセージは、値、傾向、及び外部監視施設で決定されかつＬＤＵによって必要な警
報、システム状況情報、監視要員からのメッセージ、等も含む。
【００７４】
　外部監視施設処理／通信方法
　外部監視施設は、依存通信網素子、通常ＬＤＵｓ及び他の外部監視施設からデータを受
信する。それらは、選択された受信データをそれらの制御外部監視施設、通常は単一の主
要外部施設に送信する。外部監視施設は、（必要ならば）それらの処理機能を補いかつ前
進の送信に対して受信データを選択するためにその依存通信網素子と協同する。外部施設
（主要施設ではない）は、ＬＤＵとその制御外部監視施設との間の協同に類似する方法で
前進の送信に対してデータを選択するためにその制御外部施設と協同する。
【００７５】
　図５は、一般に外部監視施設データ処理を示す。データ及びメッセージは、依存ＬＤＵ
ｓ及び他の外部監視施設の一つ以上を含んでいる様々な他の通信網素子（１８３）から受
信される（１８５）。また、二つ以上の外部施設は、データを制御外部施設サブシステム
とは直接通信（連通）しない監視サブシステムから係るコンタクトがある外部施設に転送
することができるようにアドホック型通信網を任意に形成することもできる。任意で、一
部又は全ての受信したデータ及びメッセージは、外部施設によってローカル的に記憶する
（１９５）ことができる。単一外部監視施設は、異種依存サブシステムから異種フォーマ
ットの異なる種類のデータ（さまざまな程度の詳細の監視データ、システム状況メッセー
ジ、ユーザ・メッセージ、等）をしばしば受信することができる。従って、外部施設は、
全ての受信データを適切に取扱うことができるようにフォーマット情報を含むのが好まし
い。
【００７６】
　外部施設サブシステムは、係る施設がより大きな処理機能をしばしば有するので、依存
ＬＤＵｓ（又は依存外部監視施設）で実行することができないセンサ・データ処理及び解
釈（１８７）を実行するのが好ましい。センサ・データが受信されるならば、処理１８７
は、例えば、呼吸量並びに呼吸数のような、更なる生理学的パラメータ及び事象、咳、く
しゃみ、心臓発作量、等、のような呼吸事象、並びに心拍数、及び更なる警告状態（条件
）を決定することができる。例えば、ここに含まれる“データ処理及び解釈特許”及び“
心臓機能特許”を参照のこと。係る補足処理の結果は、データがそれから出力される、Ｌ
ＤＵ又は他の依存施設に戻るように送信される。
【００７７】
　段階１９１の間中に、外部監視施設は、監視される対象の状況及びネットワークにおい
て前方に送信されるデータを決定するためにその依存ＬＤＵｓ及び外部監視施設と協同す
る。上述したように、特定の監視される対象の生理学的状況は、ＬＤＵが、増大したデー
タ送信を一般的に必要とする悪化状況で、その制御外部施設に送信すべき監視データの種
類及び量を基本的に決定する。それゆえに、ＬＤＵが状況変化を検出した場合、それは、
追加のデータを送信することの許可をその制御外部監視施設サブシステムに要求する。次
いで、制御施設は、選択された追加データの送信に対する許可を認可してもよい。代替的
に、外部施設それ自体は、状況変化を検出してもよいしかつ選択されたデータ（任意で状
況が変化したか否か）を送信することをＬＤＵに要求してもよい。
【００７８】
　外部監視施設が未使用資源を有する場合、それは、全ての追加データを特定のＬＤＵか
ら送信することを要求することができる。しかしながら、外部施設が未使用資源をほとん
ど又は全く有していないならば、それは、そのＬＤＵによって監視される対象の状態の重
度により特定のＬＤＵからの送信に対して追加データを選択することが好ましい。一般的
に、より包括的なデータがより重症又は危険な状況を有するか或いはより応急手当を必要
としている対象から選択される；しかし、あまり包括的ではないデータが応急手当を必要
としていないあまり重症ではない状況を有する対象から選択される。換言すると、説明し
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たように、外部監視施設は、担当監視要員が医療トリア－ジをよく実行することができる
ようにその依存施設に関して“データ・トリアージ”を実行するのが好ましい。
【００７９】
　そして、たぶん最大計算資源を有している、単一の外部監視施設は、主要外部施設とし
て動作することができる。主要外部施設は、それが直接又は間接通信する監視システムに
おける全ての外部監視施設を制御する。特に、主要外部施設は、監視システムによって監
視される全ての対象に関するデータを受信する。それは、受信データをフォッマット化し
、かつこれらの要員が選択可能な詳細のレベルで全ての監視される対象及び外部施設のビ
ュー(view)を有するようにそれを監視要員に提示する。また、それは、直接通信するそれ
らのＬＤＵｓに対して外部監視施設としても動作する。それは、対象状況（好適にはまた
施設自体の状況も）を受信しかつ監視サブシステムＬＤＵ協同に対して既に説明したよう
な必要性及びその利用可能な資源により追加のセンサ・データを受信すべく直接通信する
それらの外部施設と協同する。それは、監視要員と監視される対象との間でメッセージ通
信を任意で供給することができる。
【００８０】
　情報提示
　ＬＤＵｓ及び外部監視施設の両方は、監視される対象からの監視データを監視要員に提
示する。好適には、これらの提示は、視覚並びに聴覚又は触覚モダリティを用いて容易に
理解できるフォーマットで生理学的に重要なデータを強調する。例示的好適なデータ提示
を次に説明する。
【００８１】
　図３Ａは、監視される対象（例えば、図１Ａの対象Ａ）に対するＬＤＵディスプレイ９
１を示す。データ・ウィンドウ９３は、要約警告９９及び任意の支持パラメータ１０１に
グループ分けされた対象に対する個々のデータ・アイテムを提示する。アクティブ警告は
、たぶん聴覚又は触覚警告９７によって補われた、色の変化、点滅、等によって強調する
ことができる。警告は、深刻又は潜在的に危険な生理学的状態を簡潔に表すように設計さ
れる。一般的に、係る状態は、決定された生理学的パラメータ、又は決定された生理学的
パラメータの組合せが所定の範囲外である場合に決定される。警告をもたらすと特定のデ
ータ素子は、支持パラメータ領域１０１で示すことができる。ここに、範囲外の生理学的
温度を反映する、警告Ｂが、信号で知らされる。任意のローカル状況ウィンドウ９５は、
対象の位置、監視装置の状態、リモート監視要員との間のメッセージ、等を提示してもよ
い。入力ボタンのような、任意のユーザ制御は、図示していない。代替的に、ディスプレ
イ９１は、データ又は状況領域をタッチすることは、より詳細な常用を選択しかつ検索す
るようにタッチ・センシティブでありうる。
【００８２】
　ローカル・ディスプレイの内容は、ＬＤＵの表示機能を反映する。例えば、小型ＬＤＵ
２１１（図１Ｂ）は、例えば、メッセージが保留されているかどうかのような、選択され
たローカル状況及び警告の存在だけを合理的に表示してもよい。他方、装置２２３（図１
Ｃ）は、かなりの数のデータ及び状況素子の表示に対してより大きな画面及びより有能な
入力を有する。
【００８３】
　また、本発明は、いくつかの監視される対象に対する外部監視施設に適するデータ提示
も含む。携帯外部監視施設は、好適には、いくつかの対象の状況を表示するために十分な
大きさのＬＣＤ画面と、一つ以上の標準コンピュータ・モニターを通常有する、主要外部
施設のような、携帯のために設計されていない外部監視施設とを有する。図３Ｂは、携帯
外部監視施設２２３（図１Ｃ）又は携帯外部監視施設４９（図２Ｂ）のような、携帯外部
施設に適する例示的提示フォーマットを示す。
【００８４】
　データ・ウィンドウ１０３は、監視される対象の識別と、そして各対象に対して、（図
３Ａに示されたような）それらのＬＤＵディスプレイに表示されたデータに類似するが、
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好適にはそれよりもより詳細な、データとを表示する。一つのフォーマットは、監視され
る対象に対する行（又は列）と、対象識別及びそれらの監視データを有する列（又は行）
とを有するテーブル１０５である。表示された監視データは、警告、各警告に導く生理学
的パラメータ、及び任意の対象位置を含むのが好ましい。行１０９は、対象Ａが範囲外生
理学的温度（この場合には図３Ａの対象ＡのＬＤＵ上の表示に対応している）によっても
たらされた警告Ｂを有することを示す。任意のローカル状況ウィンドウ１０７は、監視サ
ブシステムの位置、ＬＤＵ状況、他の監視サブシステムとの通信状況、監視される対象と
の間のメッセージ、等を提示する。また、警報及び警告状態は、可聴警報１１１によって
任意に示される。このディスプレイに関連付けられるのは、命令及びメッセージを入力す
るための、ボタン、タッチ・センシティブ画面、キーボード、ポインティング装置、等の
ような、入力装置（図示省略）である。
【００８５】
　図３Ｃ～Ｅは、より大きな表示機能を有するが、しかしながら、しばしば携帯可能では
ない、外部監視施設に適する（特に対象位置情報が利用可能な場合の）より好適な提示１
１３を示す。これらの提示において、（任意でラベルが貼られるか又は識別される）アイ
コン提示システム構成要素、即ち、監視される対象及び他の監視サブシステム・データは
、図２Ｂに示した構成に概ね対応する、それらの相対的な地理的又は空間的位置によりウ
ィンドウ１１５に配置される。特定のシステム素子に関係する状況、警報、及び警告は、
強調、リバーズ・バックグラウンド、点滅、色分け（カラー・コーディング）、ラベル付
け、等のような、それらの表示アイコンにおける変化によって示される。例えば、アイコ
ン１１９は、対応している監視される対象が横になっている（他の対象は真直ぐに立って
いる）が、警報間又は警告が示されていないことを表す。他方、リバース・ビデオのアイ
コン１２１は、対応している監視される対象が現行の警報状態を有することを示しており
、特定の警報は、色、質感（テクスチャ）、標識化（ラベリング）、又は他の手段によっ
て示されるのが好ましい。更に、ウィンドウ１１５によって表される空間的ディスプレイ
は、この技術分野で知られているようにスクロール、パン、ズーム、等、することができ
、かつトポグラフィーによって覆われることにより更に、温度、等のような、位置、環境
状態を構築することもできる。この追加情報は、記憶された地図データ及び／又は現行環
境監視から導いてもよい。また、システム状況ウィンドウ８３、聴覚警告、ユーザ入力施
設、等を設けることもできる。ここに、一つの状況ウィンドウは、地理的ウィンドウ１１
５に現在表示されていないシステム構成要素の状況を示してもよい。
【００８６】
　好適には、警報の対象となるアイコン１２１（そしてまた警報なしのアイコン）を選択
することは、警報状態（又は他の状況）で関連する詳細の表示をもたらす。ここに、アイ
コン１２１を選択することは、例示的詳細－表示－オーバーレイ・ウィンドウ１２３の表
示をもたらす。この詳細表示は、安全閾値１２５ｂを越えている対象温度に対する傾向ラ
イン１２５ａを示す。また、図示されているのは、任意の英数字データ１２７である。こ
れらの詳細は、リモート監視要員にこの対象が進行中の生理学的問題をたぶん有するとい
うことを結論づけさせる。次いで、この対象は、ＬＤＵに向けられたメッセージによって
警告されてもよいし又は救急隊員がこの対象を捜し出してもよい。対照的に、図３Ｅの例
示的詳細－表示－オーバーレイ・ウィンドウ１２９は、明らかに通常に戻った一過性生理
学的問題を対象に示す。温度スパイク１３１は、例えば、いま停止した短く持続する活動
（又は環境アーチファクトでありうる）を表しうる。傾向は、より大きいか又はより少な
い回数でかつより大きいか又はより少ないパラメータ範囲に対してデータを表示すべくス
ケールできるのが好ましい。更なる実施形態では、二つ以上の関連パラメータ、例えば、
心拍数及び呼吸数に対する傾向は、単一の表示ウィンドウで重なり合うことができる。
【００８７】
　好適には、十分な機能を有する外部監視施設における要員は、監視される対象に関する
更なる詳細データを要求することができる。説明したように、関連追加詳細データをＯＫ
でない状況を有する対象に利用可能にするのが好ましく、かつ全ての対象に対して特に必
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要でありうる。
【００８８】
　図３Ｆは、ある詳細データの例示的ディスプレイを示す。ディスプレイは、サマリー・
データ及び詳細センサ・データの二つのビューを有する三つのパネルに更に分割されてい
る。サマリー・パネル１３５は、テーブルの個々の行に提示された各対象（ここでは単一
の対象）に対するデータを有する図３Ｂに類似するテーブルのようにフォーマット化され
る。対象“ｏｎｅ‘ｓ”データが表示される：心拍数８９は、毎分８９拍（ビート）であ
る；呼吸数は、毎分１２呼吸である；酸素飽和データは、利用可能ではない；そして姿勢
は、横たわっている。（疑似温度は、詳細なデータに提示される自動送信をトリガするよ
うに設定される。）パネル１３７及び１３９は、換気量（Ｖｔ）、胸郭及び腹部膨張及び
縮小（ＲＣ及びＡＢ）、ＥＣＧ、心拍数（ＨＲ）、呼吸数（ＢＲ）、活動指標（ＭＯＴＩ
ＯＮ）、及び姿勢（Ｐｏｓ）を含む、利用可能な詳細センサ・データのリアルタイム・ビ
ュー及びオフライン・ビューを提示する。リアルタイム・ビューは、それが収集される過
去３０秒のデータを表示する。オフライン・ビューは、過去のセンサ・データの選択され
た３分部分を表示する。対象は、例えば、タブ１３３を選択し、対象サマリー・ラインを
選択するか、又はこの技術分野で知られている他の手段によって、（係るデータが利用可
能であれば）詳細データ表示に対して選択することができる。センサ・データが送信され
ていないならば、要求されたセンサ又は他の詳細データを送信するための命令をＬＤＵに
送ることができる。
【００８９】
　このような方法で、リモート監視要員は、潜在的に生理学的苦痛の対象を監視し、示さ
れた苦痛を決定しかつトリアージし、そして是正処置を取るために本発明の監視システム
と相互作用してもよい。
【００９０】
　５．２．３．更なるパラメータ組合せ及び警報状態
　ここに説明したのは、生理学的パラメータ及び関連警報状態の追加の組合せである。こ
れらの組合せ及び状態は、増大した処理を一般に必要とする。ＬＤＵｓが十分な処理資源
を有するような実施形態では、ＬＤＵｓが、これらの組合せ及び状態を決定しかつ結果を
外部監視施設に転送するのが好ましい。ＬＤＵｓが十分な資源を有しておらずかつ通信大
帯域幅が許可するようなところでは、より少ない処理データを外部監視施設に転送するこ
とができ、次いでこれらの追加決定を行いかつＬＤＵｓに結果を戻す。
【００９１】
　これらの更なる組合せは、少なくとも換気閾値及び熱応力の指示を含む。監視される対
象仕事、又は効果、又はエネルギー消費のリアルタイム測定は、これらの更なる組合せに
対して有利な入力なので、係るエネルギー消費測定を次に説明して、その後にこれらの更
なる組合せを説明する。
【００９２】
　エネルギー消費の測定
　以下の理由に対して、本発明は、生データ、ほとんどの実施形態において、加速度デー
タを感知し、かつ対象のエネルギー消費と相関する測定の中にこのデータを処理するのが
好ましい。まず、対象のエネルギー消費で対象の観測された生理学的応答をパラメータ化
することは、代謝反応、心肺応答、及び多くの一般的な生理学的応答が全エネルギー消費
とよく相関するので、有利である。そこで、観測された生理学的応答が現行のエネルギー
消費を与えることが期待されているか、又は現行のエネルギー消費に対して異常であるか
を決定することができる。後者の場合は、生理学的異常調節を示しかつストレス又は身に
降りかかる危険を警告しうる。しかしながら、対象エネルギー消費は、潜在的な生理学的
ストレス又は危険の状況での使用があまりにも煩雑である対象の酸素消費（又は二酸化炭
素生成）測定によって最も正確に推定される。
【００９３】
　そこで、活動中に行われた仕事が多くの状況において生理学的応答を客観的に評価する
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ことにおいて重要なので、対象のエネルギー消費と相関する容易に得られる測定が結果と
して望ましい。係る相関的測定は、加速度計データをしばしば含む。簡単かつ直接測定は
、加速度計データだけに基づき、加速度計データは、エネルギー消費が対象の活動を通常
反映しかつ対象の活動が加速度にしばしば導くので活動中に増大したエネルギー消費に関
する情報をしばしばそれだけで供給することができる。係る測定は、加速度計信号におけ
る総パワーのような加速度測定に対して測定されたエネルギー消費を独立して回帰するこ
とによって決定される。
【００９４】
　しかしながら、加速度と増大したエネルギー消費との単一相関は、類似するエネルギー
消費が異なる種類の活動において異なる加速度を生成することができるので、全ての場合
において同等に強力でありえない。例えば、対象は、重い物体を押していてもよく、その
場合には、かなりのエネルギーがあまり大きくない加速度で消費されうる。他方、対象は
、歩いているか又は走っていてもよく、その場合には、結果として得られる加速度は、増
大したエネルギー消費と密接に相関することができる。また、可変生体力学的及び代謝効
率は、エネルギー消費と加速度との関係を変更することができる。そこで、エネルギー消
費のより有利な測定は、加速度計データ及び活動の種類の両方に対して独立して測定した
エネルギー消費の回帰によって決定される。活動の種類は、以下に説明する加速度計信号
パターンから自動的に推定することができる。
【００９５】
　好適な係る測定は、監視装置から戻された他の生理学的パラメータと共に加速度計デー
タと活動の種類の組合せに基づく。望ましい生理学的パラメータは、心臓出力、例えば、
心拍数及びまた利用可能であれば１回拍出量（排出量）も、及び／又は呼吸出力、例えば
、呼吸数及び１回換気量から容易に推定することができる分時拍出量を反映する。また、
望ましいのは、温度、特にコア温度と、そしてまた環境状態と比較された表面温度とであ
る。次いで、エネルギー消費測定は、独立して測定されたエネルギー消費に対する加速度
計及び他のパラメータの多変数回帰によって決定された回帰式から見出される。
【００９６】
　歩行中のエネルギー消費
　そこで、本発明は、少なくとも一つの、そして好適には、（三軸加速度計として知られ
ている）三次元対象加速度との対象エネルギー消費の複数の相関を含み、各相関は、特定
の種類の活動に適応される。一つの重要な対象活動は、歩行、例えば、ウォーキング、ラ
ンニング、等である。図６Ａ－Ｂは、それぞれ歩行対象からの生及び処理済み加速度計デ
ータの４つの時間的同時トレースを示す。トレースのそれぞれにおいて、時間は、水平軸
に沿って増大すると同時に、垂直軸に沿って：ＡｃｃＸとラベル表示されたトレースは、
生の水平加速度信号を記録し；ＡｃｃＹとラベル表示されたトレースは、生の垂直加速度
信号を記録し；ＡｃｃＭとラベル表示されたトレースは、全ての加速度信号における（二
乗した振幅に比例する）総パワーを記録し；そしてＳｔｅｐとラベル表示されたトレース
は、検出されたステップの発生を記録する。特に、図６Ａは、ウォーキングの概ね１／２
分の期間を測っているデータ示し；図６Ｂは、ウォーキングと休憩とが混合された概ね１
５分の期間を測っているデータを示す。
【００９７】
　図６Ａは、特に、歩行、ここではウォーキングが垂直加速度信号のクリア・パターン、
主に、一定又はゆっくり変化する全体的周波数（ゲイト：歩行）で発生している比較的高
い振幅の、二相パルスのシーケンスを結果としてもたらすことを示す。これらのパルスの
構造は、歩行中に表面に接触している（実際にはある程度跳んでいる）足を反映している
。パルス周波数及び短いパルス・グループのパターンは、歩行の速度及び特性、例えば、
ランニングからスキップすること、等から、ウォーキングを識別することを示す。パルス
振幅は、足が表面に接触する強度を示し、かつパルス・パターンと組合わされた場合には
、歩行の種類を識別しかつ確認することを支援する。例えば、ランニングの期間は、ウォ
ーキングの隣接期間よりも高い振幅の足接触を有する。
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【００９８】
　歩行、その種類及びその強度を示すパルス・パターン及び足接触パルスの存在は、既知
の信号処理方法によって垂直加速度信号で認識することができる。例えば、ステップ・ト
レースで示されたステップ発生は、加速度振幅が選択された閾値ファクタ（例えば、２の
ファクタ）×垂直加速度強度のランニング平均(running mean)を越える場合に決定された
。ステップ周波数は、ステップ発生間の下降ランニング平均時間として決定され、かつス
テップ強度は、ステップが認識された場合に（好適には重力の加速度（ｇ）の単位で正規
化された）信号振幅として決定された。代替的に、垂直加速度信号は、ウェーブレット・
フィルタされかつ多重分解能で分解することができる。次いで、ステップ発生は、多重分
解能分解の高分解能バンドから認識され、かつステップ振幅は、これらのバンドにおける
係数の振幅から認識される。ゲイト周波数は、中間分解能における分解に現われる。
【００９９】
　図６Ｂは、その間に歩行の期間を残り（他の静止した活動）の期間から明瞭に区別する
ことができるより長い継続時間を示す。垂直加速度トレースの振幅は、特定期間の歩行の
種類を示す。期間２１１ａ及び２１１ｂは、より静かなウォーキングであり；期間２１３
ａ及び２１３ｂは、通常のウォーキングであり；かつ期間２１５中に対象は、激しきウォ
ーキングするか又はランニングする。
【０１００】
　対象エネルギー消費と加速度信号を記述している特定のパラメータとの間の相関は、加
速度信号の同時測定及び様々な種類及び強度の歩行中に直接的に測定されたエネルギー消
費測定によって行われる。係る相関は、生理学的に類似する個人間で決定されうるが、し
かしより好適にかつより正確には、各個々の対象に対して決定される（それにより個々の
習慣、能力、練習、等、を考慮に入れる）。必要な測定は、対象のＬＤＵに提示されるメ
ッセージを通して監視される対象を指示するシステムを有することによって部分的に自動
化することができる。例えば、（ＬＤＵ又は外部監視施設で実行されるプログラムによる
）システムは、歩くこと及び／又は走ること、及び／又は強度レベルの範囲で他の歩行パ
ターンを実行することを、対象に指示することができる。同時に測定された加速度信号の
相対的な振幅は、対象の見掛けのコンプライアンス（順守）を明らかにすることができる
。代替的にかつより簡単に、システムによって指示される代わりに、監視される対象は、
ＬＤＵのユーザ入力機能により、たぶん期待される活動種類のメニューから選択すること
によって、現在の活動種類を入力してもよい。
【０１０１】
　より好適な測定は、加速度計データを,それらに限定されないが、心拍数、心拍数にお
ける変化、呼吸数及び呼吸量、呼吸数及び呼吸量における変化、及び監視装置からの他の
測定及び派生値を含んでいる測定に組み入れることによって決定される。全ての監視デー
タは、歩行の種類（離散変数）、加速度計信号から抽出されるステップ数及び強度パラメ
ータ（連続変数）のような、歩行の特性、及び関連があると決定された他の生理学的測定
に対する直接的に測定されたエネルギー消費の依存性を決定すべく多変数線形回帰によっ
て分析される。出力は、監視データをエネルギー消費に関連付けている相関係数の単一セ
ットである。代替的に、まず、エネルギー消費測定への参照なしで、回帰又はクラスタリ
ングは、加速度計信号パラメータを歩行の種類に関連付けることができる。次いで、加速
度計信号パラメータと直接的に測定されたエネルギー消費との相関は、（独立的に決定さ
れた加速度計信号パラメータとして）歩行の各種類に対して別々に実行される。ここで、
出力は、歩行の種類に対して別々に加速度計信号をエネルギー消費に関連付けている複数
の組の相関係数である。増大した精度に対して、隣接ステップのパターンを反映している
パラメータは、また、上記回帰分析に入力することもできる。
【０１０２】
　次いで、相関係数で簡潔に表されたエネルギー消費の測定（及び他のデータ結果）は、
更なる使用に対して加速度信号から容易に決定することができかつ他の生理学的パラメー
タとの組合せを次に説明する。
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【０１０３】
　他の活動中のエネルギー消費
　これら記述した方法は、本発明のアプリケーションに関連する他の活動で有用な加速度
計－データ－エネルギー消費相関を決定することに適用することができる。例えば、アス
レチックス・アプリケーションでは、ランニングに対して有用な加速度計－データ－エネ
ルギー消費相関は、上記したようであるが、水泳に対して有用な係る相関は、異なる。水
泳中の加速度は、一般的異なる周波数成分間に分布されたより低い振幅を有するので、異
なるパラメータを加速度信号から抽出しなければならないし、かつこれらの異なるパラメ
ータは、ランニングに対するものとは異なる相関係数を有する。従って、一般的に、適切
な加速度計信号パラメータは、例えば、バンドパス・フィルタ又は多重分解能ウェーブレ
ット分解、等を用いて決定される、異なる周波数バンドにおける信号パワーから抽出され
る。次いで、これらの信号パラメータは、重要なパラメータ及びそれらの係数を選択する
ために回帰分析で用いられる。増大した精度に対して、信号相関を回帰に含むことができ
る。
【０１０４】
　代替アプローチは、単一回帰パラメータとして総加速度の単一パラメータを用いる。例
えば、全加速度信号における総パワー、図６Ａ－ＢのＡｃｃＭトレースは、係る単一パラ
メータとして機能することができる。歩行に対して、図６Ａ、そして特に図６Ｂは、Ａｃ
ｃＹトレースに示すように、ＡｃｃＭトレースがステップ振幅と、従ってまたエネルギー
消費とも相関するということを示す。歩行エネルギー消費の、精度が低いけれども、イン
デックスとしてこのパラメータだけを用いることができ、かつ他の種類の活動におけるエ
ネルギー消費と相関するために用いることもできる。
【０１０５】
更にかつ代替的に、加速度計信号と心肺パラメータとの間の相関を様々な種類の運動中に
設定することもできる。次いで、心肺パラメータだけから通常の状況でエネルギー出力を
推定してもよい。
【０１０６】
　換気閾値
　各対象は、対象がこの閾値を越えている結果として得られたエネルギー消費で物理的成
果を実行するならば、対象のエネルギー消費がこの閾値よりも小さい場合よりも対象の分
時換気量（ここでは単に“換気”とも呼ばれかつ通常リットル／分で測定される）が更に
迅速にエネルギー消費により増大するような、一般にエネルギー消費閾値を有するという
ことが知られている。図７は、増大するエネルギー消費及び対象の換気閾値（“Ｔｖｅｎ
ｔ”としてここで示す）を結果としてもたらす活動に対する仮想的な対象の換気応答を概
略的に示す。対象のエネルギー消費がＴｖｅｎｔエネルギー消費よりも少ないような、過
呼吸として示された換気領域において、対象の分時換気量は、より低い速度で一般的に線
形で対象のエネルギー消費により増大する。他方、対象のエネルギー消費がＴｖｅｎｔエ
ネルギー消費よりも大きいような、過換気として示された換気領域では分時換気は、また
、一般的に線形であるが、しかしより大きなレートで増大する。閾値エネルギー消費及び
閾値分時換気量によって特徴付けられる、Ｔｖｅｎｔは、対象の低－ワーク－出力換気応
答と対象の高－ワーク－出力換気応答との間の過渡領域である、即ち、過呼吸から過換気
への遷移である。正確な点としてではなく遷移のゾーンとしてより多く通常見出されるの
で、点で描かれた境界に閉じ込められた領域としてここに示されている。
【０１０７】
　Ｔｖｅｎｔは、少なくとも以下に理由に対して生理学的ストレス及びエネルギー消費の
重要なマーカーである。まず、対象は、連続した期間に対して、エネルギー消費と換気量
とがＴｖｅｎｔよりも小さいような、閾値以下の活動レベルで一般的に実行することがで
きる。閾値以下活動は、対象の運動能力内である。しかしながら、エネルギー消費及び換
気量がＴｖｅｎｔよりも大きいような、閾値以上の活動レベルにおいて、対象は、差し迫
った疲労に直面している。換気量閾値は、その上に代謝性アシドーシスが差し迫る又は存
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在す仕事負荷にマークを付ける。閾値以上の活動レベルは、対象の能力を超えておりかつ
長く持続することができない。生理学的に、Ｔｖｅｎｔは、乳酸塩、間近に迫った疲労の
代謝マーカー、が血液中に累積することを開始するような、それらの活動レベルに近いと
いうことが見出された。第２に、Ｔｖｅｎｔは、他の容易に測定される生理学的パラメー
タよりも間近に迫った披露のより信頼できるマーカーであるということが見出された。心
拍数だけでは、例えば、それが現行エネルギー消費以外の多数の要因に影響を及ぼされる
ので、活動レベル閾値の信頼できるマーカーではない。例えば、恐怖のような現行感情状
態と近い将来に起るであろう予期されるストレスとの両方によって影響を及ぼされること
が知られている。
【０１０８】
　従って、対象の活動がその対象のＴｖｅｎｔに関して監視され、かつ現行の活動が閾値
以上（又は一定の時間分よりも閾値以上）であるならば警報が発生されることが好ましい
。一実施形態では、この監視は、呼吸数と１回換気量の積（乗算）として対象の分時換気
量を確認することによって行われる。これらのパラメータの両方は、対象の胸郭断面又は
周囲だけの反射信号から、及びより好適には、ここの参考文献として先に含まれた“デー
タ処理及び解釈特許”に記述した方法により対象の胸郭及び腹部断面又は周囲（又は胸郭
及び腹部量変化をそれから決定することができる等価測定）から抽出することができる。
係る信号は、例えば、図１Ａ及び１Ｃの監視装置によって、及び図１Ｂの監視装置によっ
ても容易に感知される。更に、対象に対象が仕事している換気量閾値の割合にフィードバ
ックを得させる較正手順を実行することができる。このフィードバックは、仕事している
個人が彼らの長期仕事量を最大化することができるようにする。
【０１０９】
別の実施形態では、この監視は、対象のエネルギー消費を確認することによって行なわれ
、それは、既知又は決定可能な活動におけるエネルギー消費に相関する加速度計信号から
上述したように決定することができる。
【０１１０】
　分時換気量とエネルギー消費の両方が利用可能であるならば、それらは、両方とも、対
象のＴｖｅｎｔに関する対象の活動を確認するために用いることができる。これら二つの
計測（測定）が、例えば図７によって例示的方法で示された相関によって表される、過去
の対象の実績と一致しない（又は過去の実績に関して期待された不確実性内に存在しない
）ならば、更なる警報又は既存の警報の増大した緊急性を示すことが好ましい。例えば、
分時換気量が観測されたエネルギー消費に対して予期されたものを超えるならば、対象が
既に危険なまでに疲労しているということが可能である。
【０１１１】
　Ｔｖｅｎｔの決定は、各個々の対象に対する較正；及びこの閾値が対象のフィットネス
(fitness)及びヘルス(health)により変化するので、好適には定期的な再較正を一般に必
要とする。較正は、対象の運動能力の範囲にスパンされている既知のエネルギー消費で一
連の活動を実行するように対象に指示することによって行うことができる。エネルギー消
費は、例えば、酸素消費又は二酸化炭素生成によって、直接的に、又は先に説明したよう
にエネルギー消費に対して較正された加速度計信号によって、間接的に、測定することが
できる。ある実施形態では、外部監視施設及び／又はＬＤＵソフトウェアは、対象に一連
の活動指示を提示することにより、かつリアルタイムで結果として得られる分時換気量及
びエネルギー消費を測定しかつ決定することによって較正を支援又は制御することができ
る。更に、ソフトウェアは、対象の運動能力の範囲が指示された活動によってスパンされ
たことをチェックすることができる。結果として得られたデータは、例えば、エネルギー
消費に対して分時換気量に適合する線形回帰によって、Ｔｖｅｎｔ（換気量閾値）を決定
するために分析することができる。それにより、過呼吸及び過換気実績領域、そしてＴｖ
ｅｎｔにおけるそれらの交差を見出すことができる。例えば、２００４年６月１０日に最
後に訪れたThompson et al., Comparision of Ventilatory Threshold Measurements Mad
e by Ambulatory Plethysmography and a Mass Flow Device, www.vivometrics.com/site
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/res_abstracts.htmlを参照のこと。
【０１１２】
　リアルタイムＴｖｅｎｔ監視は、訓練プログラム、即ち、アスレチックス及び他のエン
デバーにおいて、時間にわたり運動能力を増大する構造計画において更なるアプリケーシ
ョンを有する。Ｔｖｅｎｔは、対象の最大持続可能運動能力を表すので、コーチ、アスリ
ート、及び他のものは、閾値以下、閾値、及び閾値以上の強度にわたり訓練時間を分散し
かつ個々の訓練セッションの強度を監視する訓練プログラムを設計するためにこのパラメ
ータを用いている。訓練セッション中の分時換気量（及び任意でエネルギー消費）のリア
ルタイム監視は、対象が正しいレベルで運動していることを確認することができる；そし
て訓練プログラムに対してＴｖｅｎｔを定期的に再較正することは、どのようにしてかつ
どのように速く訓練生のＴｖｅｎｔ及び運動能力が改善されているかを明らかにすること
ができる。そこで、（発明者の知識及び信念の限りでは）本発明によって最初に提供され
たリアルタイム・フィードバックは、訓練中の対象及び彼らのコーチに対して非常に価値
がある。更に、リアルタイム心拍数フィードバックを組み入れることは、仕事に対する対
象の生理学的応答及び訓練プログラム中の彼らの生理学的適応性を監視することにおいて
精度を増大することができる。
【０１１３】
　熱応力の指標
　リアルタイム・エネルギー消費測定は、可能な熱応力（熱ストレス）、等を評価するこ
とにおいて更に価値がある。多くの一般的な生理学的応答が総エネルギー消費とよく相関
するので、エネルギー消費量で対象の生理学的応答をパラメータ化することは有利である
ということは、既に記述された。更に、エネルギー消費の範囲にわたるパラメータ化は、
次いで、現行エネルギー消費に対する異常生理学的応答が容易に明らかになるように通常
の応答範囲を設定する。異常応答は、生理学的異常調節、ストレス、又は危険さえも示し
うるし、かつ対象及び対象の監視要員の注意をもたらすべきである。Ｔｖｅｎｔ監視は、
一例である：対象は、分時換気量及びエネルギー消費をＴｖｅｎｔの上に持ち上げること
ができない；観測されたエネルギー消費で観測範囲外にある観測された分時換気量は、異
常調節の警告でありうる。
【０１１４】
　熱応力指標は、別の例である。これらの指標は、（活動及びエネルギー消費に相関する
）加速度計信号、及び／又は呼吸数の、及び／又は分時換気量に反映されたように現行活
動の視点で期待された心拍数からの心拍数の逸脱（偏差）を反映する。熱応力指標は、Ｔ
ｖｅｎｔのように、以下のように各個々の対象に対して較正されかつ決定される（かつ定
期的に再較正される）のが好ましい。第１に、期待心拍数は、低い持続可能な活動レベル
から（Ｔｖｅｎｔ異常である）持続可能ではない高いレベルまでの、（同時測定された加
速度計及び／又は呼吸から決定された）活動レベルの範囲に対して観測される。第２に、
観測された心拍数は、例えば、線形回帰によって、同時測定された加速度計及び／又は熱
応力相関係数を結果としてもたらす呼吸データに相関される。
【０１１５】
　次いで、監視活動中に、これらの熱応力指標係数は、同時加速度計信号レベル、呼吸数
、及び／又は実際の、観測された心拍数と比較される分時換気量の選択された特性から期
待心拍数を決定する。実際の心拍数が期待境界内にあれば、対象の状態は、通常又は例外
でない可能性がかなり高い。しかしながら、実際の心拍数が期待境界外にあるならば、対
象の状態は、異常又は例外である可能性がかなり高い。この場合には、実際の心拍数が期
待境界から逸れる程度を示している重度（例えば、警告又は危険）で警報が好適に発生さ
れる。
【０１１６】
　任意で、較正に皮膚温度測定を含むことができ、かつ熱応力指標回帰係数が皮膚温度に
対して決定される。しかしながら、皮膚温度がしばしばストレスの後期の兆候であるとい
うことが見出された。そこで、皮膚温度は、これらの指標に現在含まれていない。更に、
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先に記述から、選択された加速度計信号特性及びエネルギー消費とのそれらの相関は、活
動の種類により変化するということが思い出される。一定の活動、例えば、ウォーキング
、ランニング、等は、エネルギー消費とよく相関する独特の加速度計信号に導くし、従っ
てハート・ストレス指標に実質的に寄与することができる。他方、リフティング、プログ
ラムッシング、等のような活動は、エネルギー消費とあまり相関しない弱い加速度計信号
に導くし、かつハート・ストレス指標にあまり寄与しない。
【０１１７】
　ここに記述しかつ主張した本発明は、これらの実施形態が本発明のいくつかの態様の説
明として意図されるので、ここに開示した好適な実施形態によってその適用範囲が限定さ
れるものではない。あらゆる同等な実施形態は、本発明の適用範囲内であることを意図し
ている。事実、ここの示されかつ説明されたものに加えて本発明の様々な変更は、上記説
明から当業者にとって明らかになるであろう。また、係る変更は、添付した特許請求の範
囲の適用範囲内にあることを意図している。
【０１１８】
多くの参考文献がここに示されており、その開示全体が、全ての目的に対する参考文献と
して、それらの全体で、ここに組み込まれている。更に、これらの参考文献のいずれも、
上記でどのように特徴付けられたかに関わりなく、ここに主張する対象項目の発明の従来
技術として認めるものではない。
【図面の簡単な説明】
【０１１９】
【図１Ａ】センサを有するウェアラブル・アイテムを示す図である。
【図１Ｂ】センサを有するウェアラブル・アイテムを示す別の図である。
【図１Ｃ】センサを有するウェアラブル・アイテムを示す更に別の図である。
【図２Ａ】リアルタイム監視システムの実施形態を示す図である。
【図２Ｂ】リアルタイム監視システムの実施形態を示す別の図である。
【図３Ａ】監視されたセンサ・データの代替的な表示を示す図である。
【図３Ｂ】監視されたセンサ・データの代替的な表示を示す別の図である。
【図３Ｃ】監視されたセンサ・データの代替的な表示を示す更に別の図である。
【図３Ｄ】監視されたセンサ・データの代替的な表示を示す更に別の図である。
【図３Ｅ】監視されたセンサ・データの代替的な表示を示す更に別の図である。
【図３Ｆ】監視されたセンサ・データの代替的な表示を示す更に別の図である。
【図４Ａ】監視された対象における処理を示す図である。
【図４Ｂ】監視された対象における処理を示す別の図である。
【図５】監視された対象の外側での処理を示す図である。
【図６Ａ】対象に対する例示的加速度計データを示す図である。
【図６Ｂ】対象に対する例示的加速度計データを示す別の図である。
【図７】（“Tvent”としてここに示される）換気閾値を示す図である。
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【図１Ｃ】

【図２Ａ】

【図２Ｂ】

【図３Ａ】
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【図３Ｂ】 【図３Ｃ】

【図３Ｄ】

【図３Ｅ】 【図３Ｆ】
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【図４Ａ】 【図４Ｂ】

【図５】 【図６Ａ】
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【図６Ｂ】 【図７】

【手続補正書】
【提出日】平成23年6月28日(2011.6.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　潜在的に危険な活動に携わる複数の歩行対象をリアルタイム監視するためのシステムで
あって、
　各々が、一つ又はそれ以上の生理学的センサと、センサ信号を検索し、前記検索したセ
ンサ信号から生理学的情報を決定し、且つ前記決定した生理学的情報のあるもの又は全て
を無線で一つ又はそれ以上の遠隔監視施設へ送信するための携帯データ装置と、を含む、
複数の携帯監視装置と、
　各々が、ディスプレイと、通信インターフェイスと、及び送信された生理学的情報を受
信し、上記携帯監視装置の各々から受信した上記受信した生理学的情報のあるもの又は全
てを表示するための処理デバイスと、を含む、一つ又はそれ以上の遠隔監視施設と、
を含むことを特徴とするシステム。
【請求項２】
　前記潜在的に危険な活動は、軍隊活動、警察活動、消防活動、救命活動、生産活動、運
動競技活動、運動練習活動、及びリクリエーション活動から選択された一つ又はそれ以上
の活動を含む、ことを特徴とする請求項１に記載のシステム。
【請求項３】
　各歩行対象は、少なくとも一つの携帯監視装置を携行し、上記遠隔監視施設は、少なく
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とも一つの監視された対象から約１、０００メートル未満にあることを特徴とする、請求
項１に記載のシステム。
【請求項４】
　上記携帯監視装置を組込むか或いは携行するウェアラブルアイテムを更に含むことを特
徴とする、請求項１に記載のシステム。
【請求項５】
　上記ウェアラブルアイテムは、人間の着用者又は動物の着用者によって着用されるよう
に構成されることを特徴とする、請求項４に記載のシステム。
【請求項６】
　前記生理学的センサは、心臓センサ、及び／又は呼吸センサ、及び／又は加速度計セン
サ、及び／又は心電計センサ、及び／又は脳波センサ、及び／又は電気眼位図センサ、及
び／又は筋電図センサ、及び／又は表面又はコア温度センサ、及び／又は血液酸素飽和、
及び／又は音センサ、及び／又は超音波センサ、及び／又は弾道衝撃センサ、及び／又は
電気インピーダンスセンサ、及び／又は姿勢センサ、及び／又は活動レベル・センサの一
 つ又はそれ以上を含むことを特徴とする、請求項１に記載のシステム。
【請求項７】
　少なくとも一つの携帯監視装置は、上記決定した生理学的情報のあるもの或いは全てを
、一つ又はそれ以上の歩行対象に更に表示することを特徴とする、請求項１に記載のシス
テム。
【請求項８】
　上記生理学的情報は、一つ又はそれ以上の生理学的パラメータ及び／又は該生理学的パ
ラメータの時間的傾向を更に含むことを特徴とする、請求項１に記載のシステム。
【請求項９】
　上記生理学的パラメータは、対象の呼吸機能を記述しているパラメータ、対象の心臓機
能を記述しているパラメータ、対象の姿勢を記述しているパラメータ、対象の温度を記述
しているパラメータからなるグループから選択された一つ又はそれ以上のパラメータを含
むことを特徴とする、請求項８に記載のシステム。
【請求項１０】
　上記生理学的パラメータは、対象の活動を記述しているパラメータ、対象のエネルギー
消費を記述しているパラメータ、及び対象の換気閾値を記述しているパラメータからなる
グループから選択された一つ又はそれ以上のパラメータを含むことを特徴とする、請求項
８に記載のシステム。
【請求項１１】
　対象のエネルギー消費を記述している上記パラメータは、対象の活動レベル、対象の活
動の種類、対象の心臓機能、及び対象の呼吸機能を記述している上記パラメータを相関さ
せることによって決定されることを特徴とする、請求項８に記載のシステム。
【請求項１２】
　少なくとも一つの携帯監視装置は、歩行対象の生理学的状態が、上記生理学的パラメー
タ及び又は上記生理学的パラメータの時間的傾向の一つ又はそれ以上に依存して許容でき
るか或いは許容できないかということを決定する、ことを特徴とする請求項８に記載のシ
ステム。
【請求項１３】
　前記送信された生理学的情報は、上記生理学的状態が許容可能であるか否か及び又は普
通であるかないかに依存して選択されることを特徴とする、請求項１２に記載のシステム
。
【請求項１４】
　上記生理学的状態が許容可能でないならば、上記送信された生理学的情報は、上記セン
サ信号のあるもの又は全てを含むことを特徴とする、請求項１３に記載のシステム。
【請求項１５】
　上記携帯監視装置が二つ又はそれ以上の遠隔監視施設の範囲内にある場合、生理学的情



(38) JP 2011-245316 A 2011.12.8

報は、携帯監視装置における最大信号強度で遠隔監視施設に送信される、ことを特徴とす
る請求項１に記載のシステム。
【請求項１６】
　携帯監視装置は、生理学的情報の選択されたアイテムについて遠隔監視施設から受信し
た要求により、要求されたアイテムを要求している遠隔監視施設に送信する、ことを特徴
とする請求項１に記載のシステム。
【請求項１７】
　少なくとも一つの携帯監視施設は、一つ又はそれ以上の歩行対象に関する先に受信した
生理学的情報を一つ或いはそれ以上の他の遠隔監視施設に無線で送信することを特徴とす
る請求項１に記載のシステム。
【請求項１８】
　上記遠隔監視施設は、各歩行対象の状態の視覚表現を表示することを特徴とする、請求
項１に記載のシステム。
【請求項１９】
　歩行対象の上記表示された視覚表現は、表された歩行対象の実際の空間的関係を表す空
間的関係で表示されることを特徴とする、請求項１８に記載のシステム。
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解决的问题：提供一种用于实时监视一个或多个对象，特别是从事潜在有害或危险活动的对象的生理状况的系统和方法，以及执行
该程序的程序。 该系统包括具有一个或多个生理传感器和可操作地耦合到传感器的本地数据单元（LDU）的可穿戴物品。 LDU对
传感器数据进行数字化和过滤，提取生理参数，确定异常或不可接受的生理状况，并与外部监控设施进行通信。 外部设备显示有关
被监视对象的状态和数据。 在优选实施例中，LDU与外部监视设施之间的通信动态地适应诸如外部设施和进出和/或四处移动的对
象之类的对象的条件和系统变化。 。 [选择图]无
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